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心をひとつに　～チーム山元　復興へのあゆみ～

　
町
で
は
、東
日
本
大
震
災
に
よ
り
住
ま
い

を
失
っ
た
世
帯
を
対
象
に
個
別
面
談
を
実

施
し
ま
し
た
。
1
月
下
旬
か
ら
2
月
下
旬

ま
で
約
1
カ
月
の
実
施
期
間
中
、
1
、

7
0
0
を
超
え
る
世
帯
の
方
に
ご
来
場
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
面
談
の
結
果
は
、支
援
内
容
や
事
業

計
画
を
決
定
す
る
た
め
の
参
考
に
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、支
援
内
容
や
事
業
計

画
に
つ
い
て
は
、
詳
細
が
決
ま
り
し
だ
い
、

別
途
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

■実施期間
　1月23日㈪〜 2月24日㈮
■対象世帯　2,733世帯
　○第1種・第2種災害危険区域1,464世帯
　○第3種災害危険区域・区域外1,269世帯
■来場世帯数　1,715世帯（対象世帯の約63％）
　○第1種・第2種区域1,126世帯
　　（対象世帯の77％）
　○第3種・区域外589世帯（対象世帯の46％）

Ｊ
Ｒ
常
磐
線�

�

移
設
ル
ー
ト
決
定

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
、
先
月
5
日
、
常
磐
線

の
移
設
ル
ー
ト
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
新
し
い
ル
ー
ト
は
、
12
月
の
町
議
会
で

の
修
正
案
を
受
け
て
要
望
し
て
き
た
国
道

6
号
を
横
断
し
な
い
ル
ー
ト（
次
ペ
ー
ジ

参
照
）と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
ル
ー

ト
発
表
に
よ
り
、Ｊ
Ｒ
で
は
調
査
や
設
計

な
ど
の
作
業
に
着
手
し
、
再
開
に
向
け
て

前
進
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
運
転
再
開
ま
で
に
要
す
る
期
間
は
、
工

事
着
手
か
ら
3
年
程
度
を
見
込
ん
で
お

り
、
町
で
は
、
調
査
測
量
や
用
地
取
得
な

ど
の
地
元
対
策
に
つ
い
て
全
面
的
な
協
力

を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
復
興
の
ス
ピ
ー
ド

ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

山
元
海
岸
堤
防�

�

復
旧
着
工
式
を
開
催

　
東
日
本
大
震
災
の
津
波
に
よ
り
大
き
な

被
害
を
受
け
た
海
岸
堤
防
の
復
旧
に
向

け
、先
月
27
日
、中
浜
海
岸
で「
山
元
海
岸

堤
防
復
旧
着
工
式
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
式
典
は
、
工
事
の
発
注
者
で
あ
る

国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備
局
仙
台
河
川

国
道
事
務
所
と
本
町
が
主
催
し
た
も
の

で
、
海
岸
堤
防
の
本
復
旧
工
事
が
開
始
さ

れ
る
の
に
伴
い
、
工
事
着
工
を
宣
言
し
、

関
係
機
関
が
連
携
し
て
町
の
復
興
に
取
り

組
む
確
か
な
一
歩
を
示
す
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、桜
田
仙
台
河
川
国
道
事
務
所

長
が「
復
興
の
さ
き
が
け
と
な
る
よ
う
、堤

防
の
復
旧
に
向
け
、最
大
限
努
力
し
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
。そ
の
後
、関
係
者
一
同
が「
ラ

ン
マ
ー
」で
締
固
め
の
儀
を
行
い
、声
高
ら

か
に
工
事
の
開
始
を
宣
言
し
ま
し
た
。

　
津
波
で
大
き
く
破
壊
さ
れ
た
海
岸
堤
防

は
、
現
在
、
応
急
の
仮
堤
防
が
復
旧
し
て

い
ま
す
が
、
今
後
は
海
水
面
か
ら
7
・
2

ｍ
の
高
さ
で
本
復
旧
工
事
が
開
始
さ
れ
ま

す
。
国
土
交
通
省
が
施
工
す
る
工
事
区
間

は
、
中
浜
海
岸
か
ら
笠
野
海
岸
ま
で
の
約

9
・
2
k
m
で
、
5
年
以
内
の
復
旧
を
目

指
し
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
工
事
の
期
間
中
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
は

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
今
後
の
住
ま
い
に
関
す
る
個
別
面
談
」
の

結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

【参考】「第4回 JR常磐線復興調整会議」（東北運輸局を事務局とし、JR東日本、沿線市町、県などで構成。）資料
※今後、詳細な検討や関係者との調整などを踏まえて変更することがあります。

「今後の住まいに関する個別面談」の
実施概要

復
興

〜
チ
ー
ム
山
元

〜
チ
ー
ム
山
元 　

復
興
へ
の
あ
ゆ
み
〜

ＪＲ常磐線変更ルート（案）

個別面談の結果� （単位：世帯）

区　分 住宅団地
に移転

災害
公営住宅
に移転

町内
移転

町外
移転

元の場所
で修繕

元の場所
で新築

その他
（未定） 合　計

災害危険区域
（第1種・第2種）

239
（21%）

339
（30%）

126
（11%）

233
（21%）

48
（4%）

14
（1%）

127
（11%）

1,126
（100%）

災害危険区域
（第3種・区域外）

30
（5%）

158
（27%）

18
（3%）

63
（11%）

193
（33%）

61
（10%）

66
（11%）

589
（100%）

合　計 269
（16%）

497
（29%）

144
（8%）

296
（17%）

241
（14%）

75
（4%）

193
（11%）

1,715
（100%）

式辞を述べる
仙台国道河川事務所の桜田所長
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心をひとつに　～チーム山元　復興へのあゆみ～
　
町
で
は
、
震
災
に
よ
り
住
ま
い

を
失
っ
た
世
帯
へ
の
住
ま
い
の
確

保
を
目
的
と
し
、
災
害
公
営
住
宅

の
建
設
・
供
給
を
行
い
ま
す
。

　
災
害
公
営
住
宅
の
建
設
予
定
地

は
次
の
4
カ
所
で
、
第
1
期
工
期

の
建
設
は
、
平
成
25
年
3
月
末
の

完
成・入
居
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
①
新
山
下
駅
周
辺

　
②
役
場
周
辺

　
③
宮
城
病
院
周
辺

　
④
新
坂
元
駅
周
辺

※�

間
取
り
や
入
居
申
し
込
み
な
ど

の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
適
宜
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

■
第
1
期
工
期
の

　
建
設
・
入
居
概
要

○
建
設
戸
数

　
①
新
山
下
駅
周
辺
50
戸

　
②
新
坂
元
駅
周
辺
20
戸

○
完
成
・
入
居
時
期

　
平
成
25
年
3
月
末
～

○
入
居
者
の
募
集

　
詳
細
に
つ
い
て
、現
在
検
討
中
。

○
住
宅
の
形
態

　
2
戸
1
棟
な
ど
の
集
合
住
宅

※�

1
戸
建
て
の
建
設
は
第
2
期
か

ら
着
工
予
定
。

○
第
2
期
以
降
の
工
期

　
現
在
検
討
中
。

災
害
公
営
住
宅
を
整
備
し
ま
す

町の震災復興に関する最新の情報をお届けしています。
「山元町震災復興関連情報」ホームページ

http://www.town.yamamoto.miyagi.jp/fukkou/index.html

問 震災復興企画課　☎37-0497

　全国各地から「山元町災害対策本部」に寄せられた「山元町災害義援金」の配分については、先月1日「第3回山
元町災害義援金配分委員会」が開催され、【国義援金第3次配分】と【町義援金第2次配分】の詳細が下表のとおり
決定されました。
　配分対象となる被災者の皆様には、下表に基づき、先月下旬から指定口座への振り込みを開始しています。

義援金配分の対象となる世帯等 国義援金
第3次配分額

町義援金
第2次配分額 合　計

津波浸水区域内の全壊世帯 1世帯につき
200,000円

1世帯につき
15,000円 215,000円

津波浸水区域内の全壊世帯で、かつ、応急仮設住宅（プレハ
ブ住宅・民間賃貸住宅借り上げ）の未利用世帯に対する加算
� ※注1

1世帯につき
100,000円

1世帯につき
15,000円 115,000円

津波浸水区域内の大規模半壊 1世帯につき
100,000円

1世帯につき
11,000円 111,000円

津波浸水区域内の大規模半壊世帯で、かつ、応急仮設住宅
（プレハブ住宅・民間賃貸住宅借り上げ）の未利用世帯に対
する加算

1世帯につき
100,000円

1世帯につき
11,000円 111,000円

津波浸水区域内の半壊 1世帯につき
50,000円

1世帯につき
5,000円 55,000円

死亡・行方不明者 1人につき
100,000円

1人につき
10,000円 110,000円

災害障害見舞金対象者 1人につき
100,000円

1人につき
10,000円 110,000円

母子・父子世帯　※注2 1世帯につき
100,000円

1世帯につき
10,000円 110,000円

高齢者施設・障害者施設入居者 1人につき
100,000円

1人につき
10,000円 110,000円

※注1　�未利用世帯の判断基準は、「平成23年12月28日までに応急仮設住宅を利用したことのない世帯」や「申
し込みを行っていない世帯」および「申し込みは行ったが応急仮設住宅への入居が認められていなかっ
た世帯」です。

※注2　�母子・父子世帯とは、「東日本大震災時に母子（または父子）世帯」であり、「震災により半壊以上の住家
被害を受けた世帯」および「東日本大震災に起因する理由により配偶者が死亡し、母子（または父子）世
帯となった方」です。なお、ここでいう「子」とは、「平成23年3月11日時点で山元町に住民登録があっ
た平成4年4月2日以降生まれの方」です。

■その他留意事項
　義援金配分にかかる「津波浸水区域」の選定にあたっては、津波による被害を受けた土地として平成23年度固
定資産税が課税免除された区域をもって「津波浸水区域」としています。
　また、応急仮設住宅（プレハブ住宅や民間賃貸住宅借り上げ）未利用世帯に対する加算分については、宮城県で
実施している民間賃貸住宅借り上げ世帯の確認作業に若干時間を要するため、お振り込みまでに時間をいただく
場合があります。

問 被災者支援室 被災者支援班　☎29-8003

山元町災害義援金配分に関するお知らせ

東日本大震災関連情報

※【参考】
　 福島県新地
　 町営住宅

災害公営住宅（第1工期）整備スケジュール
平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

用地取得・宅地造成・整備

入居
（平成25年3月末～）

入居募集

災害公営住宅のイメージ（2戸1棟タイプ）

災害公営住宅の位置図
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特集 東日本大震災から1年 � �

　
2
0
1
1
年
3
月
11
日
、突
然
の
大
激
震
と
そ
の
後
に
襲
っ
た
巨
大
津
波
が

一
瞬
に
し
て
町
の
半
分
を
の
み
込
み
、多
く
の
尊
い
命
を
奪
い
去
っ
た
東
日
本

大
震
災
か
ら
1
年
。

　
私
た
ち
は
、
眼
前
に
広
が
る
目
を
疑
う
ほ
ど
の
す
さ
ま
じ
い
惨
状
か
ら
、
と

も
に
支
え
あ
い
助
け
あ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
一
歩
ず
つ
着
実
に
前
へ
、
歩
み
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
は
、激
動
の
1
年
、わ
が
町
の
歩
み
を
振
り
返
り
ま
す
。

多
く
の
支
援
に

　
　
　
　
支
え
ら
れ
て

　
人
間
関
係
の
希
薄
化
が
大
き
な

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
昨
今
で

す
が
、
震
災
後
、
全
国
そ
し
て
世

界
中
の
多
く
の
方
々
か
ら
、
傷
つ

い
た
私
た
ち
に
温
か
い
思
い
や
り

や
支
援
の
手
が
差
し
伸
べ
ら
れ
ま

し
た
。

震
災
か
ら
1
年
間
の
歩
み

２０１１年
３月

11
日
●
14
時
46
分
ご
ろ
、三
陸
沖
を
震
源
と
す
る
巨
大
地
震
が
発
生（
Ｍ
9
・
0
）。

　
山
元
町
で
は
、震
度
6
強
を
観
測

●
山
元
町
災
害
対
策
本
部
を
設
置
、町
全
職
員
に
2
号
配
備

※
役
場
庁
舎
が
地
震
に
よ
り
被
災
、庁
舎
前
駐
車
場
に
テ
ン
ト
を
張
り
災
害
対
策
本
部
を

構
え
る

●
14
時
49
分　
大
津
波
警
報
発
令

●
町
全
域
に
お
い
て
、
停
電
お
よ
び
上
水
道
の
断
水
が
発
生
。
固
定
電
話
・
携
帯
電
話
も

通
信
不
能

●
15
時
50
分
ご
ろ
、大
津
波
来
襲

●
海
岸
沿
い
6
行
政
区
の
全
域
並
び
に
丘
通
り
4
行
政
区
の
一
部
が
津
波
に
よ
り
水
没
。

津
波
に
よ
る
浸
水
地
域
2
、4
9
4
世
帯
に
対
し
、避
難
指
示
を
発
令

12
日
●
第
10
特
科
連
隊
ほ
か
陸
上
自
衛
隊
が
来
援

●
自
衛
隊
、消
防
団
な
ど
に
よ
る
本
格
的
な
救
出
・
救
助
活
動
開
始

※
国
道
6
号
か
ら
海
岸
に
向
け
、
道
路
上
の
ガ
レ
キ
を
排
除
し
な
が
ら
救
出
・
救
助
活
動

を
実
施

●
山
元
町
社
会
福
祉
協
議
会
が「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」を
設
置
、支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
を
開
始

13
日
●
各
県
か
ら
緊
急
消
防
援
助
隊
来
援

14
日
●
避
難
所
19
カ
所
、避
難
者
5
、8
2
6
人
と
、避
難
所
数
・
避
難
者
数
と
も
に
最
大
規
模
に

●
救
出
・
救
助
活
動
と
併
せ
、遺
体
の
収
容
作
業
を
開
始

●
町
内
で
徐
々
に
電
気
が
復
旧

15
日
●
自
衛
隊
に
よ
る
炊
き
出
し
が
開
始

16
日
●
夕
刻
に
か
け
役
場
周
辺
で
電
気
が
復
旧
、災
害
対
策
本
部
を
役
場
庁
舎
1
階
に
移
転

18
日
●
自
衛
隊
が
山
下
小
校
庭
に
診
療
所
を
開
設

●
町
内
で
徐
々
に
上
水
道
が
復
旧

20
日
●
自
衛
隊
が
山
下
小
校
庭
に
仮
設
入
浴
施
設「
尾
張
の
湯
」を
オ
ー
プ
ン

21
日
●
災
害
臨
時
エ
フ
エ
ム「
り
ん
ご
ラ
ジ
オ
」開
局

22
日
●
浸
水
域
以
外
の
地
域
で
概
ね
電
気
が
復
旧

25
日
●
崩
落
の
恐
れ
の
あ
る
太
陽
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
8
世
帯
に
対
し
、避
難
指
示
を
発
令

27
日
●
り
災
証
明
書
の
交
付
申
請
受
付
開
始

●
万
福
寺（
真
庭
区
）で
仮
埋
葬
を
開
始

29
日
●
陸
上
自
衛
隊
、
各
県
緊
急
消
防
援
助
隊
な
ど
が
最
大
規
模
と
な
る
1
、3
3
4
人
体
制

で
の
捜
索
活
動
を
実
施

31
日
●
町
内
に
お
け
る
死
者（
遺
体
発
見
数
）が
5
4
2
人
に
の
ぼ
る

4月
1
日
●
仮
設
住
宅
入
居
説
明
会
お
よ
び
入
居
申
し
込
み
受
付
を
開
始

2
日
●
町
民
バ
ス「
ぐ
る
り
ん
号
」暫
定
路
線
で
運
行
再
開

２０１１年
4月

7
日
●
23
時
32
分
ご
ろ
、宮
城
沖
を
震
源
と
す
る
最
大
余
震
が
発
生（
Ｍ
7
・
1
）。

　
山
元
町
で
は
、震
度
5
強
を
観
測

※
地
震
発
生
に
伴
い
、仙
南
仙
塩
広
域
水
道
の
送
水
が
停
止
。
復
旧
し
つ
つ
あ
っ
た
上
水

道
が
再
び
断
水
。

11
日
●
震
災
か
ら
1
カ
月
を
経
過
し
て
も
、な
お
3
0
0
人
を
超
え
る
行
方
不
明
者
が
い
る
こ

と
か
ら
、自
衛
隊
で
は
引
き
続
き
捜
索
作
業
を
継
続

12
日
●
Ｊ
Ｒ
常
磐
線（
仙
台
～
亘
理
間
）運
転
再
開
。
こ
れ
に
伴
い
、相
馬
～
亘
理
間
Ｊ
Ｒ
代
行

バ
ス
運
行
開
始

20
日
●
各
種
被
災
者
支
援
制
度
の
申
請
受
付
開
始

25
日
●
町
内
小
・
中
学
校
で
入
学
式（
～
26
日
）

30
日
●
応
急
仮
設
住
宅
第
1
次
分（
旧
坂
元
中
学
校
跡
地
）が
完
成
し
入
居
を
開
始（
8
月
13
日

ま
で
に
1
、0
3
0
戸
が
建
設
完
了
）

●
町
内
に
お
け
る
死
者（
遺
体
発
見
数
）6
6
0
人
、
行
方
不
明
者（
町
外
者
を
除
く
）98

人
に
の
ぼ
る

5月
23
日
●
震
災
直
後
か
ら
、多
岐
に
わ
た
る
支
援
を
い
た
だ
い
た
陸
上
自
衛
隊
第
10
師
団
が
任
務

を
完
了
し
、撤
収
。
町
を
挙
げ
て
見
送
る（
お
別
れ
セ
レ
モ
ニ
ー
開
催
）

31
日
●
震
災
直
後
か
ら
82
日
間
に
渡
り
、
救
出
・
救
助
、
捜
索
等
各
種
活
動
に
従
事
し
て
き
た

山
元
町
消
防
団
が
活
動
を
終
了

●
町
内
に
お
け
る
死
者（
遺
体
発
見
数
）6
7
1
人
、
行
方
不
明
者（
町
外
者
を
除
く
）63

人
に
の
ぼ
る

6月
4
日
●
皇
太
子
ご
夫
妻
が
来
町
し
、山
下
中
避
難
所
を
訪
問

19
日
●
町
の
震
災
復
興
計
画
策
定
に
向
け
、
第
1
回
目
と
な
る
震
災
復
興
有
識
者
会
議
・
震
災

復
興
会
議
を
開
催（
11
月
ま
で
6
回
開
催
）

29
日
●
避
難
指
示
解
除
区
域
に
関
す
る
説
明
会
を
開
催

30
日
●
牛
橋
～
磯
の
区
間
で
、2
ｍ（
海
水
面
か
ら
高
さ
）の
仮
設
堤
防
が
復
旧

●
町
内
に
お
け
る
死
者（
遺
体
発
見
数
）6
7
2
人
、
行
方
不
明
者（
町
外
者
を
除
く
）25

人
に
の
ぼ
る

7月
1
日
●
牛
橋
区
お
よ
び
花
釜
区
の
一
部
1
、0
7
4
世
帯
に
対
す
る
避
難
指
示
を
解
除

19
日
●
役
場
本
庁
舎
南
側
に
建
設
し
て
い
た
仮
庁
舎
が
完
成
、役
場
機
能
を
移
転

22
日
●
3
月
20
日
か
ら
1
6
0
日
間
、
約
6
万
人
が
利
用
し
た
仮
設
入
浴
施
設「
尾
張
の
湯
」

が
閉
鎖

8月
1
日
●
陸
上
自
衛
隊
東
北
方
面
特
科
隊
、第
2
施
設
団
が
任
務
を
完
了
し
撤
収
。
こ
れ
に
よ
り
、

本
町
か
ら
自
衛
隊
全
隊
が
完
全
撤
退

11
日
●
震
災
か
ら
5
カ
月
の
節
目
に
、町
主
催
に
よ
る
東
日
本
大
震
災
山
元
町
合
同
慰
霊
祭（
会

場 

山
下
中
体
育
館
）を
挙
行

16
日
●
仮
設
住
宅
の
建
設
・
入
居
完
了
に
伴
い
、町
内
の
一
次
避
難
所
全
施
設
を
閉
鎖

20
日
●
生
活
の
復
興
に
向
け
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
そ
う
と
、旧
坂
元
中
跡
地
仮
設
住
宅
入
居

者
有
志
が「
ふ
れ
あ
い
長
屋
夏
ま
つ
り
」を
開
催

再
起
に
向
け
、奮
い
立
ち

　
巨
大
津
波
に
よ
る
壊
滅
的
な
被

害
を
受
け
る
と
い
う
苦
境
か
ら
、

温
か
い
支
援
を
励
み
に
、
多
く
の

人
た
ち
が「
悲
し
み
」「
つ
ら
さ
」

で
打
ち
ひ
し
が
れ
た
心
を
奮
い
立

た
せ
、
再
起
に
向
け
て
立
ち
上
が

っ
て
い
ま
す
。

特
集 

東
日
本
大
震
災
か
ら
1
年

 
激
動
の
1
年
、わ
が
町
の
歩
み

東日本大震災・被害の概要
■地震の規模
◇震源
　三陸沖 牡鹿半島の東南東約130㎞
◇震源の深さ　約24㎞
◇規模　マグニチュード9.0
◇本町の震度
　6強（最大震度 : 栗原市震度7）
◇浸水範囲面積　24㎢
　※総面積64.48㎢の37.2％
■人的被害（平成24年3月27日現在）
◇町民の死者　630人
　※�遺体未発見の死亡届15人および

震災関連死15人を含む
◇行方不明者　2人
　※死亡届未提出15人を除く
◇町内での遺体発見数　674人
■家屋被害（平成24年3月23日現在）

全　　　壊 2,217棟
大規模半壊 534棟
半　　　壊 548棟
一 部 半 壊 1,139棟

計 4,438棟

1　県内外から多くのボランティアが支援に駆けつけま
した（平成24年3月27日現在延べ27,195人）

2　震災直後から、全国の自治体より多くの人的支援を
いただいています（平成24年3月27日現在延べ
15,824人）

3　全国から寄せられた支援物資の数々
4　被災者を元気づけようと、様々な活動が行われまし

た（写真：Love For Nippon による炊き出し）
5　世界各地からも多くの支援が寄せられました（写

真：ドイツのリンデン市）

2　漁港施設が破壊され、船や漁具
も奪われながらも、再起に奮闘
した漁業者。「これからも海と
ともに」という強い気概を見せ
ました（秋サケの定置網漁）

3　仮設店舗で再起を
誓う（合戦原地区
仮設店舗引渡式）

4　イチゴを核とした
町復興に向け、動
き出した山元いち
ご農園。3月には
イチゴ狩りがスタ 
ート

1　地域復興組合が
9月に設立。農
地の早期復旧に
向け、農業者の
皆さんが立ち上
がりました

1

2

5 4 3

1

2
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山下・坂元中生徒が作った
紙灯ろうが会場に灯されました

　

菊
地
さ
ん
は
、
震
災
前
、
自
宅

周
辺
の
ハ
ウ
ス
に
計
45
ア
ー
ル
の

イ
チ
ゴ
を
作
付
け
し
て
い
ま
し
た

が
、
津
波
に
よ
り
壊
滅
。
当
時
は

先
の
見
え
な
い
状
況
に
再
開
を
あ

き
ら
め
、
ガ
レ
キ
の
運
搬
作
業
な

ど
に
従
事
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
そ
ん
な
折
、
生
産
者
仲
間
か
ら

苗
を
分
け
て
も
ら
え
る
こ
と
と
な

り
、再
び
生
産
す
る
こ
と
を
決
意
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
助
け
も
得

て
、
昨
秋
再
開
に
こ
ぎ
着
け
ま
し

た
。
作
付
面
積
は
、
震
災
前
の
3

分
の
1
程
度
だ
っ
た
そ
う
で
す

が
、
そ
れ
で
も
定
植
し
た
苗
を
目

に
し
た
時
は
、「
と
て
も
安
心
し

た
」と
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

　
ま
た
、
再
開
に
向
け
取
り
組
ん

で
い
た
当
時
、
山
下
園
芸
振
興
会

の
会
長
職
を
任
せ
ら
れ
た
菊
地
さ

ん
。
津
波
に
よ
り
全
て
を
失
っ
た

会
員
に
と
っ
て
イ
チ
ゴ
作
り
の
再

開
は
、
さ
ら
な
る
負
担
を
抱
え
る

〝
マ
イ
ナ
ス
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
〟と

　農業が基幹産業のわが町。なかでも、亘理町とともに東北一の生産量を誇っていた特産のイチゴは、津波で
壊滅的被害を受けました。しかし、現在、そこには再び産地を復活させようと懸命に立ち上がる生産者の姿が
あります。今回は、震災から1年と、これからのイチゴ産地復活にかける思いを伺いました。

な
る
た
め
、
再
開
を
あ
き
ら
め
る

会
員
が
続
出
し
、1
2
6
人
い
た

会
員
の
う
ち
、
生
産
を
再
開
し
た

の
は
19
人
だ
け
と
い
う
厳
し
い
現

実
に
、「
今
後
ど
の
よ
う
に
進
め

て
い
け
ば
よ
い
か
」苦
悩
の
日
々

が
続
い
た
と
い
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
町
の
震
災
復
興
計
画

で
打
ち
出
さ
れ
た
イ
チ
ゴ
畑
団
地

化
事
業
が
昨
年
末
か
ら
少
し
ず
つ

形
に
な
り
、
平
成
24
年
度
か
ら
は

町
内
60
戸
の
生
産
者
で
具
体
的
に

動
き
出
す
状
況
に
、「
や
っ
と
先

が
見
え
て
き
た
」と
安
堵
の
表
情

を
見
せ
る
菊
地
さ
ん
。

　
そ
の
一
方
で「
現
在
再
開
を
迷

っ
て
い
る
人
や
町
内
の
既
存
農
地

で
の
再
開
を
検
討
し
て
い
る
人
も

か
な
り
い
る
と
聞
い
て
い
る
が
、

団
地
化
が
遅
れ
る
ほ
ど
、
先
が
見

通
せ
な
い
こ
と
に
よ
る
生
産
意
欲

の
低
下
や
あ
き
ら
め
に
つ
な
が

り
、
生
産
者
の
イ
チ
ゴ
離
れ
に
つ

な
が
っ
て
い
く
の
で
一
日
も
早
く

団
地
化
す
る
必
要
が
あ
る
」と
厳

し
い
表
情
で
話
す
と
と
も
に
、
早

期
の
団
地
化
実
現
に
は「
生
産
者

の
頑
張
り
だ
け
で
な
く
、国
・
県
・

町
の
協
力
が
不
可
欠
。引
き
続
き
、

支
援
を
働
き
か
け
て
い
き
た
い
」

と
産
地
復
活
に
向
け
た
意
欲
を
燃

や
し
て
い
ま
す
。

２０１１年
8月
31
日
●
牛
橋
～
笠
野
の
区
間
で
、5
ｍ（
海
水
面
か
ら
の
高
さ
）の
仮
設
堤
防
が
復
旧

9月
1
日
●
牛
橋
区
、
花
釜
区
、
笠
野
区
、
浅
生
原
区
お
よ
び
高
瀬
区
の
一
部
6
8
7
世
帯
に
対
す

る
避
難
指
示
を
解
除

2
日
●「
山
元
町
震
災
復
興
基
本
方
針
」に
関
す
る
説
明
会
を
3
カ
所
で
開
催（
～
10
日
ま
で
）

9
日
●
津
波
に
よ
り
店
舗
を
失
っ
た「
夢
い
ち
ご
の
郷
友
の
会
」が
浅
生
原
区
内
に
仮
設
農
産

物
直
売
所
を
オ
ー
プ
ン

10月
1
日
●
山
元
町
地
域
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
中
山
熊
野
堂
仮
設
住
宅
内
に
オ
ー
プ
ン

19
日
●
サ
ケ
の
定
置
網
漁
が
再
開
し
、被
災
し
た
磯
浜
漁
港
に
秋
サ
ケ
を
初
水
揚
げ

23
日
●
山
元
町
消
防
団
主
催
の
合
同
慰
霊
祭
が
挙
行
さ
れ
、震
災
の
犠
牲
と
な
っ
た
消
防
団
員

12
人
を
追
悼

25
日
●
災
害
危
険
区
域
条
例
制
定
に
関
す
る
住
民
説
明
会
を
町
内
2
カ
所
で
開
催（
～
26
日
）

28
日
●
第
4
回
町
議
会
臨
時
会
で「
山
元
町
災
害
危
険
区
域
に
関
す
る
条
例
」（
11
月
11
日
施

行
）を
可
決

11月
1
日
●
町
社
会
福
祉
協
議
会
が
運
営
す
る「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」が「
や
ま
も
と
復

興
応
援
セ
ン
タ
ー
」に
移
行

5
日
●
坂
元
地
区
の
有
志
が
同
地
区
の
復
興
を
願
い「
坂
元
☆
ダ
イ
ス
キ
鎮
魂
祭
」を
開
催
。

鎮
魂
の
花
火
約
4
0
0
発
を
打
ち
上
げ

7
日
●
津
波
浸
水
区
域
2
、4
9
4
世
帯
に
発
令
し
て
い
た
避
難
指
示
を
解
除
。
こ
れ
に
伴
い
、

災
害
対
策
本
部
か
ら
警
戒
本
部
に
切
り
替
え

13
日
●
震
災
の
影
響
に
よ
り
延
期
と
な
っ
て
い
た
県
議
会
議
員
お
よ
び
町
議
会
議
員
一
般
選
挙

を
執
行

15
日
●「
山
元
町
震
災
復
興
計
画
」に
関
す
る
住
民
説
明
会
を
4
カ
所
で
開
催（
～
21
日
）

23
日
●
震
災
か
ら
の
復
興
と
こ
れ
ま
で
の
支
援
に
対
す
る
感
謝
を
込
め
て
、
町
、
亘
理
山
元
商

工
会
主
催
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト「
心
を
ひ
と
つ
に
！
ふ
れ
あ
い
産
業
祭
」開
催
。
町
内
外

か
ら
約
2
万
人
が
来
場

12月
1
日
●
県
内
で
2
番
目
と
な
る「
法
テ
ラ
ス
山
元
」を
開
所

17
日
●「
み
や
ざ
き
か
ら
元
気
を
届
け
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
一
環
で
、宮
崎
県
内
の
高
校
生
が

来
町
し
、全
仮
設
住
宅
入
居
者
に
お
花
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

23
日
●
合
戦
原
地
区
仮
設
商
工
施
設
が
完
成
、
入
居
者
に
店
舗
を
引
き
渡
し（
2
月
24
日
ま
で

に
町
内
4
カ
所
に
建
設
を
完
了
、12
店
舗
が
順
次
営
業
を
開
始
）

26
日
●
第
4
回
町
議
会
定
例
会
で「
山
元
町
震
災
復
興
計
画
」を
承
認
・
可
決

２０１２年
1月
8
日
●
震
災
を
乗
り
越
え
20
歳
の
門
出
、平
成
23
年
度
成
人
式
を
挙
行

3月
5
日
●
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
常
磐
線
移
設
ル
ー
ト
を
発
表

10
日
●
町
内
小
・
中
学
校
で
卒
業
式（
～
16
日
）

11
日
●
震
災
か
ら
1
年
の
節
目
に
、
町
主
催
に
よ
る「
東
日
本
大
震
災 

山
元
町
追
悼
式
」（
会

場 

山
下
中
体
育
館
）を
挙
行
。
犠
牲
者
の
鎮
魂
と
復
興
を
誓
う

　
式
典
で
は
、
会
場
内
に
設
置
さ

れ
た
ス
ク
リ
ー
ン
で
、
震
災
前
の

四
季
折
々
の
風
景
な
ど
の
写
真
が

ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
形
式
で
放
映
さ

れ
た
ほ
か
、
同
時
間
帯
に
東
京
都

内
で
挙
行
さ
れ
た
政
府
主
催
の
追

悼
式
の
様
子（
野
田
佳
彦
首
相
の

式
辞
や
天
皇
陛
下
の
お
言
葉
）の

中
継
が
放
映
さ
れ
、
地
震
発
生
時

刻
の
14
時
46
分
に
参
列
者
全
員
で

黙
と
う
を
捧
げ
ま
し
た
。

　
黙
と
う
終
了
後
、齋
藤
町
長
は
、

「
町
の
復
興
・
再
生
、発
展
ま
で
の

道
の
り
は
遠
く
険
し
い
も
の
と
な

り
ま
す
。今
を
生
き
る
私
た
ち
は
、

大
震
災
に
よ
っ
て
犠
牲
と
な
ら
れ

た
多
く
の
方
々
の
無
念
さ
を
決
し

て
忘
れ
ず
、
ま
た
、
大
き
な
痛
み

を
共
有
し
つ
つ
、
震
災
の
教
訓
を

受
け
継
ぐ
と
と
も
に
、
献
身
的
な

ご
支
援
を
い
た
だ
い
た
方
々
と
の

絆
を
糧
に
、〝
チ
ー
ム
山
元
〟と
し

て
心
を
ひ
と
つ
に
し
、
町
の
復
興

と
更
な
る
発
展
の
た
め
に
全
力
で

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
」と
式
辞

を
述
べ
、
町
の
復
興
に
向
け
た
決

意
を
改
め
て
誓
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
遺
族
を
代
表
し
、
ご

両
親
を
亡
く
さ
れ
た
澤　
健
一
さ

ん（
牛
橋
区
）が「
東
日
本
大
震
災

は
、
両
親
を
は
じ
め
、
多
く
の
人

命
を
奪
い
去
り
ま
し
た
。し
か
し
、

あ
れ
か
ら
1
年
が
過
ぎ
た
今
、
私

は
こ
の
現
実
を
受
け
入
れ
、
震
災

を
恨
ま
ず
、
憎
ま
ず
、
犠
牲
に
な

ら
れ
た
多
く
の
方
々
の
命
を
無
駄

に
し
な
い
た
め
に
も
、
一
日
で
も

早
い
復
興
を
成
し
遂
げ
、
将
来
ま

た
い
つ
来
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害

に
耐
え
う
る
社
会
を
つ
く
る
こ
と

が
唯
一
の
供
養
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
親
父
、
お
袋
、
そ
し
て
山
元

町
で
犠
牲
に
な
ら
れ
た
皆
様
、
ど

う
か
天
国
で
町
の
復
興
を
見
守
っ

て
い
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
安
ら

か
に
お
眠
り
く
だ
さ
い
」と
、
涙

な
が
ら
に〝
追
悼
の
こ
と
ば
〟を

述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
献
花
が
行
わ
れ
、
参

列
者
は
祭
壇
に
白
菊
を
手た

向む

け
て

手
を
合
わ
せ
、
犠
牲
と
な
ら
れ
た

多
く
の
町
民
の
ご
冥
福
を
祈
り
ま

し
た
。

　
式
典
の
最
後
に
は
、
町
内
の
小

学
校
児
童
で
構
成
さ
れ
た
り
ん
ご

っ
こ
合
唱
団
が
復
興
・
希
望
の
詩

「
な
い
」（
広
報
3
月
号
12
ペ
ー
ジ

参
照
）を
、〝
復
興
の
旗
印
〟の
ご

と
く
力
強
く
合
唱
す
る
と
と
も

に
、
山
元
町
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ

に
よ
る「
山
元
町
町
民
歌
」の
合

唱
が
行
わ
れ
、
参
列
者
は
歌
を
口

ず
さ
み
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思

い
を
胸
に
、
復
興
に
向
け
て
前
に

進
む
こ
と
を
誓
い
あ
い
ま
し
た
。
※1 遺体未発見の死亡届15人および震災関連死15人を含む　※2 死亡届提出15人を除く

早
期
の
イ
チ
ゴ
畑
団
地
化

�

実
現
が
産
地
復
活
の
鍵

遺族代表
澤 健一さん

祭壇を前に、
哀悼の誠を捧げる齋藤町長

さまざまな思いを胸に、
犠牲となられた方々を偲びました

山下園芸振興会
会長　菊地義雄さん

（花釜区）

鎮
魂
と
復
興
へ
の
誓
い
を
胸
に

東
日
本
大
震
災 

山
元
町
追
悼
式

　
昨
年
3
月
11
日
14
時
46
分
、三
陸
沖
で
発
生
し
た
マ
グ
ニ
チ

ュ
ー
ド
9
・
0
と
い
う
大
地
震
と
そ
れ
に
伴
う
巨
大
津
波
に
よ

っ
て
、町
内
で
は
死
者
6
3
0
人（
※
1
）、行
方
不
明
者
2
人

（
※
2
）、
全
半
壊
家
屋
3
、2
9
9
棟【
平
成
24
年
3
月
27
日

現
在
】と
い
う
未
曾
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本
大
震
災

か
ら
1
年
。

　
本
町
で
は
、
先
月
11
日
㈰
、
山
下
中
学
校
体
育
館
を
会
場
に

「
東
日
本
大
震
災 

山
元
町
追
悼
式
」が
執
り
行
わ
れ
、
遺
族
や

親
族
ら
約
1
、3
0
0
人
が
参
列
し
ま
し
た
。
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今
回
の
組
織
再
編
は
、
東
日
本

大
震
災
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
受

け
た
町
の
復
旧
・
復
興
を
推
進
す

る
に
あ
た
り
、
震
災
復
興
計
画
に

基
づ
く
防
災
集
団
移
転
促
進
事

業
、
災
害
公
営
住
宅
、
復
興
土
地

区
画
整
理
事
業
お
よ
び
Ｊ
Ｒ
常
磐

線
の
復
旧
な
ど
、
様
々
な
復
興
事

業
の
推
進
を
担
当
す
る
新
た
な
課

を
設
け
る
と
と
も
に
、
町
が
抱
え

る
様
々
な
課
題
の
早
期
解
決
に
向

け
た
取
り
組
み
を
積
極
的
に
推
進

し
、
合
理
的
か
つ
効
率
的
な
事
務

遂
行
の
で
き
る
組
織
体
制
に
し
た

も
の
で
す
。

■
震
災
復
興
整
備
課
の
新
設

　
震
災
復
興
事
業
実
施
を
担
当
す

る
震
災
復
興
整
備
課
を
新
設
し
ま

し
た
。

■
事
業
計
画
調
整
室
、

　
用
地
・
鉄
道
対
策
室
の
新
設

　
復
興
ま
ち
づ
く
り
に
係
る
計
画

策
定
、
都
市
計
画
手
続
き
等
を
担

当
す
る
事
業
計
画
調
整
室
並
び
に

震
災
復
興
事
業
に
係
る
用
地
取

得
・
補
償
お
よ
び
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
の

計
画
調
整
等
を
担
当
す
る
用
地
・

鉄
道
対
策
室
を
新
設
し
ま
し
た
。

■
危
機
管
理
室
を
新
設

　
総
務
課
安
全
対
策
班
の
業
務
に

放
射
能
対
策
を
加
え
て
危
機
管
理

室
を
新
設
し
ま
し
た
。

■
被
災
者
支
援
室
の
新
設

　
保
健
福
祉
課
に
被
災
者
支
援
業

務
を
一
元
的
に
行
う
被
災
者
支
援

室
を
新
設
し
ま
し
た
。

■
保
健
福
祉
課
の
再
編

　
保
健
福
祉
課
各
班
の
所
管
業
務

の
再
編
と
併
せ
、
す
こ
や
か
福
祉

班
、
保
険
給
付
班
お
よ
び
健
康
推

進
班
に
名
称
を
改
め
ま
し
た
。

■�

産
業
振
興
課
に
農
地
整
備
班
を

新
設

　
産
業
振
興
課
に
農
地
整
備
班
を

新
設
し
、
ま
ち
づ
く
り
整
備
課
か

ら
農
林
業
施
設
の
改
良
、
維
持
管

理
お
よ
び
災
害
復
旧
に
係
る
業
務

を
移
管
し
ま
し
た
。

■�

災
害
復
旧
室
の
廃
止
お
よ
び

　�

ま
ち
づ
く
り
整
備
課
震
災
復
旧

班
の
新
設

　
東
日
本
大
震
災
に
係
る
災
害
復

旧
業
務
を
、
新
設
す
る
産
業
振
興

課
農
地
整
備
班
お
よ
び
ま
ち
づ
く

り
整
備
課
震
災
復
旧
班
に
移
管

し
、
災
害
復
旧
室
を
廃
止
し
ま
し

た
。

※�

そ
の
他
、
一
部
の
部
署
で
業
務

お
よ
び
名
称
を
変
更
し
ま
し

た
。

問	

総
務
課　
総
務
班

☎
37
―
1
1
1
1

総務課
総務班

仮庁舎東棟2階
安全対策班

まちづくり整備課
整備班

仮庁舎西棟2階
施設管理班

災害復旧室 復旧整備班 仮庁舎西棟2階

保健福祉課
福祉班

仮庁舎西棟1階健康づくり班
介護班

地域包括支援
センター 総括班 仮庁舎西棟1階

産業振興課
農政班

仮庁舎東棟2階
地域振興班

震災復興推進課 計画調整班 仮庁舎西棟2階

【変更前】 【変更後】

総務課 総務班 仮庁舎東棟2階

危機管理室 危機管理班 同上

まちづくり整備課
施設整備班

第2仮庁舎1階施設管理班
震災復旧班

保健福祉課
すこやか福祉班

仮庁舎西棟1階保険給付班
健康推進班

被災者支援室 被災者支援班 同上

地域包括支援
センター

高齢者相談
支援班 仮庁舎西棟1階

産業振興課
農政班

仮庁舎東棟2階地域振興班
農地整備班

震災復興企画課 企画調整班 第2仮庁舎2階

事業計画調整室 計画調整班 第2仮庁舎2階

震災復興整備課 復興整備班 第2仮庁舎2階

用地・鉄道対策室 事業用地班 第2仮庁舎2階

　
平
成
24
年
第
1
回
山
元
町
議
会

定
例
会
が
、
3
月
5
日
か
ら
23
日

ま
で
の
19
日
間
の
会
期
で
開
催
さ

れ
、
過
去
最
高
と
な
る
総
額

3
9
7
億
3
千
万
円
の
平
成
24

年
度
一
般
会
計
予
算
案
な
ど
各
種

会
計
当
初
予
算
案
の
ほ
か
、
平
成

23
年
度
各
種
会
計
補
正
予
算
案
7

件
、
山
元
町
高
齢
者
保
健
福
祉
計

画・第
5
期
介
護
保
険
事
業
計
画
、

条
例
議
案
11
件
お
よ
び
教
育
委
員

人
事
議
案
を
含
む
合
計
34
件
の
議

案
が
、
原
案
ど
お
り
可
決
・
同
意

さ
れ
ま
し
た
。

　
復
興
元
年
と
し
て
臨
む
平
成
24

年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
は
、

震
災
か
ら
の
復
旧
を
本
格
化
し
、

復
興
に
向
け
て
の
助
走
を
確
実
な

も
の
と
す
る
た
め
、
山
元
町
震
災

復
興
計
画
に
掲
げ
る
3
つ
の
基
本

理
念
に
基
づ
く
5
つ
の「
重
点
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と「
復
興
の
ポ
イ

ン
ト
と
方
向
性
」を
具
現
化
す
る

行
動
計
画
の
工
程
表
に
基
づ
く
復

旧
・
復
興
事
務
事
業
に
優
先
し
て

漏
れ
な
く
重
点
配
分
す
る
な
ど
、

例
年
の
7
倍
、3
9
7
億
3
千
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

　

1
つ
目
の「
住
ま
い
る（
ス
マ

イ
ル
）プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」関
連
事

業
で
は
、
新
山
下
・
坂
元
両
駅
周

辺
に
整
備
す
る
災
害
公
営
住
宅

1
1
0
戸
の
建
設
に
要
す
る
経

費
お
よ
び
復
興
土
地
区
画
整
理
事

業
の
計
画
策
定
に
要
す
る
調
査
費

用
に
加
え
、
防
災
集
団
移
転
促
進

事
業
に
係
る
計
画
策
定
に
要
す
る

経
費
な
ど
が
措
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
2
つ
目
の「
山
元
ブ
ラ
ン
ド
再

生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
連
事
業
」で

は
、
農
地
・
農
業
用
施
設
お
よ
び

漁
港
施
設
の
災
害
復
旧
経
費
、
並

び
に
仙
台
い
ち
ご
の
早
期
復
旧
の

た
め
の
団
地
化
を
図
る
被
災
者
地

域
農
業
復
興
総
合
支
援
事
業
や
農

地
の
集
積
化
を
図
る
被
災
地
域
農

地
集
積
化
事
業
な
ど
に
要
す
る
経

費
が
措
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

3
つ
目
の「
人
口
減
少
・
少
子

高
齢
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」関
連

事
業
で
は
、
小
学
校
入
学
か
ら
中

学
校
卒
業
時
ま
で
の
入
院
分
の
医

療
費
無
料
化
や
妊
産
婦
健
診
助
成

に
要
す
る
経
費
お
よ
び
定
住
促
進

を
図
る
た
め
に
要
す
る
経
費
が
措

置
さ
れ
ま
し
た
。

　

4
つ
目
の「
笑
顔
が
集
う
、
に

ぎ
わ
い
創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」関

連
事
業
で
は
、
牛
橋
公
園
、
磯
崎

山
公
園
等
の
災
害
復
旧
に
要
す
る

経
費
が
措
置
さ
れ
る
と
と
も
に
、

復
興
土
地
区
画
整
理
事
業
や
防
災

集
団
移
転
促
進
事
業
等
の
市
街
地

形
成
検
討
の
な
か
で
、
農
水
産
物

直
売
所
や
総
合
案
内
施
設
等
の
地

域
間
交
流
拠
点
施
設
整
備
計
画
の

検
討
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
5
つ
目
の「
防
災
力
向
上
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
関
連
事
業
」で
は
、
津

波
被
害
を
軽
減
す
る
機
能
を
有
す

る
防
災
緑
地
整
備
の
計
画
検
討
が

着
手
さ
れ
る
と
と
も
に
、
放
射
性

物
質
汚
染
対
処
処
理
法
に
基
づ
く

除
染
実
施
計
画
の
処
理
方
針
具
体

化
ま
で
の
間
に
要
す
る
応
急
対
策

経
費
が
措
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
第
1
回
議
会
定
例
会
の

審
議
内
容
に
つ
い
て
は
、
議
会
だ

よ
り
や
ま
も
と（
5
月
1
日
発

行
）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
ぐ
る
り
ん
号
」

ダ
イ
ヤ
を
大
幅
改
正

�

し
ま
し
た
！

　
「
ぐ
る
り
ん
号
」は
震
災
後
、仮

設
住
宅
等
を
巡
回
す
る
暫
定
路
線

（
2
台
）で
の
運
行
を
行
っ
て
き
ま

し
た
が
、こ
の
た
び
ダ
イ
ヤ
を
大

幅
に
改
正
し
、
今
月
2
日
㈪
か
ら

は
10
人
乗
り
ワ
ゴ
ン
車
を
加
え
た

3
台
で
の
運
行
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
改
正
ダ
イ
ヤ
で
は
、
朝
夕
は
小

学
校
な
ど
へ
の
通
学
・
通
勤
を
中

心
と
し
た
3
路
線（
朝
夕
便
）、日

中
は
通
院
・
買
い
物
を
中
心
と
し

た
3
路
線（
日
中
便
）、計
6
路
線

で
の
運
行
と
な
り
、
従
来
の
路
線

名
称
も
変
わ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
各
戸
へ
配
布
し
た

時
刻
表
お
よ
び
路
線
図
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

Ｊ
Ｒ
亘
理
駅
ま
で
の

直
行
バ
ス
運
行
路
線
を

新
設
！

　

町
内
の「
ぐ
る
り
ん
号
」の
ダ

イ
ヤ
改
正
に
加
え
、
今
月
2
日
㈪

か
ら
、
通
勤
・
通
学
等
の
足
を
確

保
す
る
た
め
、
町
内
か
ら
Ｊ
Ｒ
亘

理
駅
ま
で
の
直
行
バ
ス
運
行
路
線

を
新
設
し
ま
し
た
。

　
こ
の
バ
ス
は
、
現
在
Ｊ
Ｒ
代
行

バ
ス
が
運
行
さ
れ
て
い
な
い「
早

朝
の
下
り
列
車
亘
理
駅
始
発
」と

「
次
の
第
2
便
」、「
上
り
列
車
最

終
の
亘
理
駅
着
」に
接
続
し
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
他
の
時
間
帯
も
浜
吉

田
駅
に
止
ま
ら
な
い
た
め
、
坂
元

～
亘
理
間
は
時
間
短
縮
と
な
り
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

◇
運
行
路
線

◇
便
数

　
下
り
9
便
、上
り
10
便

　
詳
し
く
は
、
各
戸
に
配
付
し
た

時
刻
表
お
よ
び
路
線
図
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、「
ぐ
る
り
ん
号
」「
直
行

バ
ス
」と
も
に
、
料
金
は
当
面
の

間
ど
な
た
で
も
無
料（
減
免
）と

し
ま
す
。

問	

企
画
財
政
課　
企
画
班

☎
37
―
1
1
1
8

教
育
委
員
の
就
任

　
3
月
議
会
定
例
会
の
同
意
を

得
て
、田
所
清
三
氏
の
後
任
に
、

小
平
区
出
身
で
仙
台
市
在
住
の

「
大
内
悦
夫
氏
」が
4
月
1
日
付

け
で
就
任
し
ま
し
た
。

➡

➡

➡

➡

➡

➡

復
興
元
年
予
算
な
ど
を
可
決�

第
1
回
山
元
町
議
会
定
例
会

課・班の組織・名称変更と配置場所

4
月
1
日
か
ら

�

町
の
組
織
の
一
部
が
変
わ
り
ま
し
た

町
民
バ
ス「
ぐ
る
り
ん
号
」が

�

ま
す
ま
す
便
利
に
！

※一部の時間帯で宮城病院前にも停車

ＪＲ亘理駅（東口のみ）

ＪＲ山下駅（山元町役場）

（ＪＡ坂元営農センター東側）
ＪＲ坂元駅
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第2仮庁舎が完成！
　震災復興関連業務の増大に伴い、全国の自治体から受け入れす
る派遣職員等に対応するため、仮庁舎東側に2月下旬から建設を
進めてきた第2仮庁舎がこのたび完成しました。
　1階には、これまで仮庁舎西棟2階にあった「まちづくり整備課」
が、2階には、同じく仮庁舎西棟2階にあった震災復興推進課が
新たに「震災復興企画課、事業計画調整室」と「震災復興整備課、
用地・鉄道対策室」の2課、2室に生まれ変わり、配置されています。
　なお、庁舎内の各課・各室の配置等詳細については、広報やま
もと5月号で別途お知らせする予定です。

退 職 者
○3月31日付、（　）は役職
　岩佐　洋一（中央公民館長）
　東見たい子（町民生活課生活班長）
　福田　富則（生涯学習課主事）
　佐藤　幸子（山下中給食調理員）
　渡邊美和子（保健福祉課技術副参事）
　内山　仁省（北保育所技術副参事）
　菊田加奈子（保健福祉課技術主査）

新規採用職員
○4月1日付、（　）は配属先
　清野　貴紀（学務課）
　引地さとみ（保健福祉課）
　八鍬　智浩（震災復興整備課）
　横山　静枝（保健福祉課）
　鈴木　一史（保健福祉課）
　石川　健太（上下水道事業所）
　畠山　瑛之（被災者支援室）
　齋藤　　洋（町民生活課）

任期付採用職員
○4月1日付、（　）は配属先
　横塚　正信（まちづくり整備課）
　菊地　利次（まちづくり整備課）
　猪股　幸伸（まちづくり整備課）

●町長部局
総務課（選挙管理委員会事務局）
　課長　島田忠哉 総務班 班長　大橋邦夫 班員

畔栁直典（愛知県岡崎市）
伊藤孝浩・菅井健太郎・大石久美子・伊藤和彦
小野桂子・横山茂行・山内　薫

危機管理室【新設】
　室長　佐藤浩二 危機管理班 班長　佐山　学 班員 谷口利幸（北海道芽室町）

鈴木宏幸・菊地里奈

亘理地区行政事務組合事務局長派遣 岩佐秀広
宮城県後期高齢者医療広域連合事務局派遣 鈴木麻紀子
亘理郡農業公社派遣 宮部　睦
山元町社会福祉協議会派遣 村上　卓

企画財政課
　課長　高橋寿久（宮城県）

企画班
行政改革推進班 班長　齋藤　剛 班員 浦川和弘（兵庫県多可町）・井土達也（兵庫県佐用町）

渡邊暁子・佐藤　仁・渡辺聖子
財政班 班長　佐藤和典 班員 渡辺卓臣・阿部淳也・大和田秀生

震災復興企画課【新設】
　課長　鈴木光晴（宮城県） 企画調整班 班長　渡辺一晃

� （宮城県） 班員
平間隆志（宮城県柴田町）・田中耕造（愛媛県上島町）
井上尚史（福岡県行橋市）
菅野祐弥・齋藤明奈

事業計画調整室【新設】
　室長　高久政行（北海道札幌市） 計画調整班 班長　坂本一浩

� （北海道札幌市） 班員
塩飽直樹（北海道札幌市）・石山憲作（北海道札幌市）
福井崇弘（兵庫県新温泉町）
日下初博・武田智浩

震災復興整備課【新設】
　課長　庄司正一
　参事（用地担当）　渡辺庄寿

復興整備班
班長　阿部定一
� （宮城県）
産業振興課技術副参事兼務

班員
石坂哲史（北海道札幌市）・佐竹　洋（北海道札幌市）
林　敬史（三重県津市）・日高　太（宮崎県都農町）
由利真人・八鍬智浩（新規採用）

用地・鉄道対策室【新設】
　室長　甲賀伸啓（神奈川県横浜市） 事業用地班 班長　安田良博

� （神奈川県横浜市） 班員 大津　充（宮城県）・土村浩二（神奈川県横浜市）
門間健太郎

税務納税課
　課長　平田篤司

課税班 班長　佐藤繁樹 班員
作田洋二（北海道石狩市）・市川成治（新潟県上越市）
中西　太（埼玉県本庄市）・稲吉幹也（愛知県岡崎市）
小泉千壽子・伊東康太・森　隼人・鴫原伸行・渡辺泰弘
武田飛鳥

納税班 班長　平塚宣行 班員 南條みなこ・佐藤峰史

町民生活課
　課長　佐藤澄三郎

窓口班 班長　加藤洋子 班員 阿部美幸・菊地　卓・渡邊美香
生活班 班長　阿部正憲 班員 三品正史・齋藤　洋（新規採用）

会計課
　会計管理者　佐藤澄三郎 会計班 班長　伊藤常則 班員 橋本　博

保健福祉課
　課長　渡邊隆弘

すこやか福祉班 班長　伊藤和重 班員 三宅元樹・菊池敦子・富樫亜希子・佐藤大祐
鈴木一史（新規採用）

保育所 （南）所長　菊地富美子
（北）所長　三門弘子

保険給付班 班長　桔梗俊幸 班員 菊地幹真・永谷健一・門間直人・引地さとみ（新規採用）
健康推進班 班長　高橋千代子 班員 佐藤睦美・相澤佳代子・菅井祥子・清田　史・菊地　光

横山静枝（新規採用）

被災者支援室【新設】
　室長　佐藤兵吉 被災者支援班 班長　今野純子 班員

林　竜佑（東京都新宿区）・清沢善夫（長野県朝日村）
平井智哉（兵庫県香美町）
伊藤千春・畠山瑛之（新規採用）

地域包括支援センター
　所長　渋谷美智子 高齢者相談支援班 （所長兼務） 班員 武田綾子・大槻久美子

産業振興課
　課長　寺島一夫

農政班 班長　大和田敦 班員 西　俊男（北海道美幌町）・大宮貴裕（宮城県川崎町）
横山育生・泉田智久

地域振興班 班長　阿部智志 班員 星　智美・森　浩昭
農地整備班 班長　木村知行 班員 坂本裕敬（広島県広島市）

復興元年、新体制で本格始動！
　前ページでお知らせした組織の再編に伴い、4月1日付けで町職員の人事異動が行われました。
　震災からの復興・再生に伴い生じる膨大な事務事業を迅速かつ的確に対応しなければならない状況にあるなか、
町単独では新規採用職員11人を含めても170人と、町の職員定数条例（250人）を大きく下回る絶対的なマンパ
ワー不足が生じていることから、新年度は全国の自治体から44人にのぼる職員派遣の支援を受け、214人体制（年
度途中からの派遣13人を含めると227人）でスタートすることとなりました。
　私たちは、1日も早い町の復興・再生に向け、これからも“チーム山元　心をひとつに”新たな町づくりに取り
組んでいきます。引き続き、町民の皆さんのご理解ご協力をよろしくお願いします。
　なお、各課の連絡先等については、広報やまもと5月号であらためてお知らせします。

まちづくり整備課
　課長　森　政信
　参事（施設管理担当）　武田正則

施設整備班 班長　山本勝也 班員 谷合　保（東京都日の出町）・菊池　寛（愛媛県八幡浜市）
鈴木久美・守　数正

施設管理班 班長　齋藤　哲 班員
岡副佑紀（三重県津市）
木村伊織・菊地利次（任期付職員）
猪股幸伸（任期付職員）

震災復旧班 班長　富樫　誠 班員 福留　勲（千葉県）・林　智宏（愛知県半田市）
佐藤　修・山田一也・横塚正信（任期付職員）

災害復旧室をまちづくり整備課に統合

坂元支所
　支所長　岩佐孝子 総括班 （支所長兼務） 班員 菊地栄子・森慎一郎

上下水道事業所
　所長　荒　　勉
　技術参事　大坪丈幸

庶務班 班長　青田　浩 班員 引地信夫・石川健太（新規採用）
施設班 班長　川口幸輝

� （神奈川県横浜市） 班員 米澤　威（神奈川県横浜市）、高橋忠広（神奈川県横浜市）
手塚利幸・岩佐　寛

●教育委員会事務部局

学務課
　課長　菅野寛俊

総務班 班長　青田敦子 班員 小山　剛（愛知県豊田市）
大石知也・清野貴紀（新規採用）

山下小学校
山下第一小学校
山下第二小学校
坂元小学校
中浜小学校
山下中学校

坂元中学校

用務員　吉野　隆
用務員　佐藤美子、給食従事員　目黒美子・岩佐恵美
用務員　小野寺順子
用務員　佐藤ふみ
用務員　三浦美由樹
用務員　山川和子
給食従事員　鈴木英子・加藤直子・阿部洋子・成毛雅子
　　　　　　岩佐宮子・渡邊浩孝
栄養士　武田美代子、用務員　渡邊美恵子

生涯学習課
　課長　齋藤三郎 生涯学習班 班長　武田賢一

班員
山本善裕（兵庫県朝来市）
嶋田洋子・佐藤和夫・菊地幸良・岩佐博紀・加藤拓己
齋藤香織・山田隆博・丹野修太中央公民館

　館長　冨田健一 公民館班 （館長兼務）

●その他の事務部局
議会事務局（監査委員事務局）
　局長　渡邊秀哉 議事班 班長　大和田紀子 班員 馬上崇則

農業委員会事務局
　局長　寺島一夫 総務班 参事兼班長

　　　　酒井昭彦 班員 山本征江

※派遣職員については、4月1日着任分を掲載しています。

問 企画財政課　企画班　☎37-1118

町の機構と職員配置図

完
成
し
た
第
2
仮
庁
舎（
仮
庁
舎
東
側
）
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亘
理
清
掃
セ
ン
タ
ー
の

一
部
業
務
再
開
の
お
知

ら
せ

　
震
災
の
影
響
に
よ
り
運
転
を
停

止
し
て
い
た
亘
理
清
掃
セ
ン
タ
ー

が
一
部
復
旧
し
、
今
月
1
日
か
ら

受
け
入
れ
を
再
開
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
施
設
復
旧
の
都
合
に
よ

り
、
次
の
と
お
り
受
入
品
目
を
制

限
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
受
入
品
目

　
資
源
ご
み（
缶
類
を
除
く
）、有

害
危
険
ご
み

※�

可
燃
ご
み（
ふ
と
ん
・
畳
・
草

木
を
含
む
）、粗
大
ご
み（
可
燃

物
）、
缶
類
は
9
月
以
降
に
再

開
の
予
定
。

■
受
付
曜
日

　
月
曜
～
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）

■
受
付
時
間

　
午
前
の
部　
9
時
～
11
時
30
分

　
午
後
の
部　
13
時
～
16
時

■
休
日
開
所
日

　

日
曜
日（
4
月
8
日
、
6
月
3

日
、
9
月
9
日
）の
搬
入
を
希
望

す
る
方
は
、
次
の
施
設
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

○
名
取
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

☎
0
2
2
―
3
8
4
―
5
3
5
5

○
岩
沼
清
掃
セ
ン
タ
ー

☎
24
―
0
8
6
8

※�

岩
沼
清
掃
セ
ン
タ
ー
で
の
受
付

は
、粗
大
ご
み
に
限
り
ま
す
。

※�

亘
理
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
休
日
開

所
日
は
、
10
月
か
ら
再
開
さ
れ

る
予
定
で
す
。

※�

各
施
設
の
場
所
は「
ご
み
収
集

カ
レ
ン
ダ
ー
」巻
末
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

○
料
金　
50
㎏
ご
と
2
5
0
円

　
な
お
、
粗
大
ご
み
を
自
分
で
搬

入
で
き
な
い
場
合
は
、
次
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

○
代
行
運
搬
を
利
用
す
る

　

☎
37
―
3
4
1
0
で
予
約
し
て

い
た
だ
く
と
、
ご
自
宅
ま
で
亘
理

名
取
共
立
衛
生
処
理
組
合
の
委
託

業
者
が
収
集
に
伺
い
ま
す
。

○
許
可
業
者
に
依
頼
す
る

　
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
巻
末
の

「
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
者
」に

依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

い
ず
れ
の
場
合
も
有
料
と
な
り

ま
す
。

問	

町
民
生
活
課　
生
活
班

☎
37
―
1
1
1
2

亘
理
名
取
共
立
衛
生
処
理
組
合

☎
22
―
1
7
1
7

森
林
の
所
有
者
届
出
制

度
が
4
月
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
ま
す

　
昨
年
4
月
の
森
林
法
改
正
に
よ

り
、
平
成
24
年
4
月
以
降
、
森
林

の
土
地
の
所
有
者
と
な
っ
た
方
は

市
町
村
長
へ
の
事
後
届
出
が
義
務

付
け
ら
れ
ま
し
た
。

■
届
出
対
象
者

　

個
人
・
法
人
を
問
わ
ず
、
売
買

や
相
続
等
に
よ
り
森
林
の
土
地
を

新
た
に
取
得
し
た
方
は
、
面
積
に

関
わ
ら
ず
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
た
だ
し
、
国
土
利
用
計
画
法
に

基
づ
く
土
地
売
買
契
約
の
届
出
を

提
出
し
て
い
る
方
は
対
象
外
で

す
。

■
届
出
期
間

　
土
地
の
所
有
者
と
な
っ
た
日
か

ら
90
日
以
内
に
、
取
得
し
た
土
地

の
あ
る
市
町
村
の
長
に
届
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。

■
届
出
事
項

　
届
出
書
に
は
、
届
出
者
と
前
所

有
者
の
住
所
氏
名
、
所
有
者
と
な

っ
た
年
月
日
、
所
有
権
移
転
の
原

因
、
土
地
の
所
在
・
面
積
と
と
も

に
、
土
地
の
用
途
な
ど
を
記
載
し

ま
す
。
添
付
書
類
と
し
て
、
登
記

事
項
証
明
書（
写
し
も
可
）ま
た

は
土
地
売
買
契
約
書
な
ど
権
利
を

取
得
し
た
こ
と
が
わ
か
る
書
類
の

写
し
、
土
地
の
位
置
を
示
す
図
面

が
必
要
で
す
。

※�

詳
し
く
は
産
業
振
興
課　
農
政

班
、
ま
た
は
宮
城
県
林
業
振
興

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問	

産
業
振
興
課　
農
政
班

☎
37
―
1
1
1
9

宮
城
県
林
業
振
興
課

☎
0
2
2
―
2
1
1
―
2
9
1
4

「
春
の
交
通
安
全

�

県
民
総
ぐ
る
み
運
動
」

　
今
月
6
日
か
ら
15
日
ま
で
の
10

日
間
、「
春
の
交
通
安
全
県
民
総

ぐ
る
み
運
動
」が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
4
月
10
日
は
、
交
通
事

故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
で
す
。

　
お
子
さ
ん
や
高
齢
者
の
交
通
事

故
防
止
、
交
通
事
故
に
よ
る
ケ
ガ

を
防
止
す
る
た
め
に
、
次
の
こ
と

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

○�

自
転
車
運
転
者
の
交
通
ル
ー
ル

を
守
っ
た
運
転
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト

の
着
装
や
明
る
く
目
立
つ
色
の

服
、反
射
板
の
着
用

○�

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
確
実
な
着
装

○�

飲
酒
運
転
を
し
な
い
・
さ
せ
な

い
・
許
さ
な
い
環
境
作
り

押
し
売
り
に
ご
注
意
！

　
町
内
仮
設
住
宅
に
、
高
額
で
果

物
を
販
売
す
る
訪
問
販
売
業
者
が

現
れ
て
い
ま
す
。

　
必
要
の
な
い
物
な
ら
ば
、
は
っ

き
り
断
り
、
し
つ
こ
く
商
品
を
買

う
よ
う
迫
る
場
合
に
は
、1
1
0

番
に
通
報
し
ま
し
ょ
う
。

　
2
月
26
日
㈰
、
仙
台
国
際
セ
ン

タ
ー
を
会
場
に『
宮
城
県
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
表
彰
式
・
日
本
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
顕
彰
伝
達
式
』が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
昨
年
震
災
の
影
響
で

開
催
で
き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

平
成
22
年
度
と
23
年
度
合
同
の
表

彰
式
と
な
っ
た
も
の
で
、
本
町
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
か
ら
は
次
の
団

体
・
個
人
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。（
敬
称
略
）

■
平
成
22
年
度

◇
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
　
功
労
賞

○
団
体

・
山
二
小
少
年
野
球
ク
ラ
ブ

�

（
代
表　
菊
地
康
彦
・
花
釜
区
）

・
山
下
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

�

（
代
表　
宮
部　
睦
・
大
平
区
）

○
個
人

・
故 

渡
邊　
兵
一

�

（
山
元
剣
道
・
笠
野
区
）

・
保
志　
綾
子

�

（
山
元
剣
道
・
花
釜
区
）

・
日
下　
俊
幸

�

（
坂
元
イ
ー
グ
ル
ス
・
真
庭
区
）

・
千
葉　
一
孝

�

（
坂
元
ス
タ
ー
ズ
・
下
郷
区
）

・
平
田　
貴
浩

　
（�

山
二
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
・
浅
生
原
区
）

・
名
取　
富
江

　
（�

山
二
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
・
新
地
町
）

◇
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
　
功
績
賞

○
団
体

・
坂
元
ス
タ
ー
ズ

�

（
代
表　
星　
健
二
・
下
郷
区
）

◇
日
本
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
　
顕
彰

○
個
人

・
野
口　
嘉
一

　
（�

山
元
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本

部
長
・
牛
橋
区
）

■
平
成
23
年
度

◇
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
　
功
績
賞

○
団
体

・
山
元
ビ
ク
ト
リ
ー
ズ

　
（
代
表　
野
口　
嘉
一
・

�

牛
橋
区
）

　町および中小企業基盤整備機構が町内各地に整備を進めている仮設商工施設では、営業の準備が整った店舗
から順次開店しています。3月末日現在の入居者の開業状況は次のとおりです。
■仮設商工施設開店状況	

仮設商工施設 部屋
番号 入居者名 業　　種 営業開始

時　　期 連 絡 先

真庭地区仮設商工施設
（共同作業所敷地内）

真庭字名生東
75番地7

A-1 ㈲斎藤エネルギーショップ 燃料小売業 営業中
A-2 伊藤理容所 理 容 業 営業中 37-3533

合戦原地区①仮設商工施設
（体育文化センター敷地内）

高瀬字合戦原
100番地1

B-1 金ちゃんラーメン 飲 食 業 営業中 37-5519
B-2 京工房 食品加工業 営業中 37-2089
B-3 美容室 PURE 美 容 業 営業中 37-3551
B-4 髪・切り・はうす・つじ 理 容 業 営業中 37-2121
C-1 岩佐海苔店 乾 物 卸 業 営業中 35-6065
C-2 ㈲橋元商店 小 売 業 営業中 37-8410

合戦原地区②仮設商工施設
（体育文化センター敷地内）

高瀬字合戦原
100番地1

D-1 ㈱キムラ精機 製 造 業 5月ごろ予定 未定
D-2 ㈲サムク 製 造 業 営業中 35-6303

浅生原地区仮設商工施設
（役場敷地内）

浅生原字日向
13番地1

E-1 ㈲はぎのタクシー 旅客運輸業 4月予定 37-0505
E-2 嶋田設備 管 工 事 業 営業中 37-0808

　
町
で
は
、
緊
急
性
の
高
い
災
害

情
報
や
避
難
情
報
を
迅
速
か
つ
確

実
に
伝
達
す
る
手
段
と
し
て
、
Ｎ

Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
・
ａ
ｕ
・
ソ
フ
ト
バ

ン
ク
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
、
緊

急
速
報「
エ
リ
ア
メ
ー
ル
」を
導

入
し
ま
し
た
。

■
エ
リ
ア
メ
ー
ル
と
は
？

　

災
害
発
生
時
な
ど
の
緊
急
時

に
、
町
内
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
・
ａ

ｕ
・
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の「
エ
リ
ア

メ
ー
ル
」対
応
携
帯
電
話
に
対
し
、

緊
急
情
報
を
一
斉
配
信
す
る
サ
ー

ビ
ス
で
す
。

◇
エ
リ
ア
メ
ー
ル
の
特
徴

・�

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
事
前
登
録

の
必
要
が
な
い
た
め
、
町
民
の

み
な
ら
ず
、
一
時
的
に
町
内
に

滞
在
す
る
通
勤
者
や
旅
行
者
に

も
配
信
さ
れ
ま
す
。

・�

受
信
に
か
か
る
月
額
使
用
料
・

通
信
料
・
情
報
料
な
ど
は
一
切

無
料
で
す
。

◇
配
信
内
容

・�

気
象
庁
が
配
信
す
る
緊
急
地
震

速
報
等

・�

町
が
配
信
す
る「
避
難
勧
告
」

「
避
難
指
示
」「
そ
の
他
災
害
時

に
緊
急
か
つ
重
要
な
情
報
」

【
注
意
】

・�「
エ
リ
ア
メ
ー
ル
」非
対
応
の
携

帯
電
話
で
は
ご
利
用
で
き
ま
せ

災
害
に
備
え
「
エ
リ
ア
メ
ー
ル
」
を
導
入

�
緊
急
情
報
を
迅
速
か
つ
確
実
に
発
信
！

ん
。

・�

ご
利
用
の
携
帯
電
話
が
受
信
で

き
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、

各
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に

な
る
か
、
販
売
店
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

・�

機
種
に
よ
っ
て
、
事
前
に「
エ

リ
ア
メ
ー
ル
」を
受
信
す
る
た

め
の
設
定
が
必
要
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

問	

総
務
課　
危
機
管
理
室

☎
29
―
8
0
0
2

問	 産業振興課 地域振興班
	 ☎37-1119

地
域
ス
ポ
ー
ツ
振
興
へ
の 

功
績
を
た
た
え
て

い
つ
で
も　

ど
こ
で
も　

だ
れ
で
も

い
つ
で
も　

ど
こ
で
も　

だ
れ
で
も

生
涯
学
習
コ
ー
ナ
ー

生
涯
学
習
コ
ー
ナ
ー

問 
生
涯
学
習
課　

☎
3
7
―

5
1
1
6

（その２）（その２）

日本スポ少顕彰を受賞した
野口本部長

災害・避難情報

避難通知
●●地区にお
住まいの方は
▲▲小学校へ
避難してくだ
さい（山元町）

NTTドコモ
ソフトバンク

au
災害発生

山元町役場

※画面イメージ

町内に一斉配信
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長期派遣職員の皆さんを紹介します

北
海
道
札
幌
市 

市
民
ま
ち
づ
く
り
局

都
市
計
画
部 

都
市
計
画
課

■
派
遣
期
間

　
平
成
23
年
6
月
6
日

�

～
平
成
24
年
3
月
27
日

■
配
属
先
　
震
災
復
興
推
進
課

■
担
当
業
務

　
震
災
復
興
計
画
策
定

■
派
遣
期
間
を
振
り
返
っ
て

　
初
め
て
山
元
町
に
降
り
立
っ
た

6
月
、
被
災
地
の
広
さ
と
被
害
の

大
き
さ
を
み
て
言
葉
を
失
い
、
避

難
所
で
の
不
自
由
な
生
活
を
み
て

思
わ
ず
目
を
伏
せ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
こ
れ
は
本
当
に
現
実
な
ん
だ

ろ
う
か
？
町
が
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
課
題
が
多
す
ぎ
て
、

私
に
何
が
で
き
る
ん
だ
ろ
う
？
と

自
問
し
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

山
元
町
で
の
約
10
カ
月
間
は
、

こ
ち
ら
の
生
活
に
早
く
な
じ
む
こ

と
に
心
掛
け
、
子
ど
も
か
ら
お
年

寄
り
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
農
家
の

方
な
ど
、
様
々
な
状
況
の
町
民
の

方
々
と
お
話
し
し
、
時
に
は
想
像

力
を
働
か
せ
、
全
町
民
が
少
し
で

も
以
前
よ
り
良
い
暮
ら
し
が
で
き

る
よ
う
に
町
職
員
の
方
々
と
と
も

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
山
元
町
で
仕
事
が
で
き
た
お
か

げ
で
、
札
幌
よ
り
一
足
先
に
春
の

訪
れ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
暖
か
く
て
、
自
然
が
身
近
に

あ
っ
て
、
旬
の
食
材
に
恵
ま
れ
て

い
て
、
都
会
に
は
な
い
暮
ら
し
向

き
の
あ
る
、
そ
ん
な
山
元
町
に
住

む
皆
さ
ん
が
笑
顔
で
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
、
ま
ち
の
復
興

を
お
祈
り
し
て
い
ま
す
。

北
海
道
札
幌
市 

市
民
ま
ち
づ
く
り
局

都
市
計
画
部 

都
市
計
画
課

■
派
遣
期
間

　
平
成
23
年
11
月
17
日

�

～
平
成
24
年
3
月
29
日

■
配
属
先
　
震
災
復
興
推
進
課

■
担
当
業
務

　
震
災
復
興
計
画
策
定

■
派
遣
を
振
り
返
っ
て

　
4
カ
月
半
と
い
う
期
間
で
し
た

が
、
山
元
町
の
皆
さ
ん
、
町
の
職

員
の
皆
さ
ん
に
は
本
当
に
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。

　

山
元
町
に
来
て
す
ぐ
に「
ふ
れ

あ
い
産
業
祭
」が
行
わ
れ
、お
手
伝

い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
当
に
大
変
な
状
況
で
は
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、み
ん
な
で
ひ
と
つ
に

な
っ
て
盛
り
上
げ
て
い
こ
う
と
い

う
姿
を
み
て
、
復
興
に
向
け
一
歩

ず
つ
進
ん
で
い
る
こ
と
が
実
感
で

き
、逆
に
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
復
興
に
向

け
て
乗
り
越
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
が
数
多
く
あ
り
、

そ
れ
を
乗
り
越
え「
や
ま
も
と
ら

し
さ
」を
取
り
戻
す
に
は
、
町
民

の
皆
さ
ん
が
復
興
の
主
役
と
な
っ

て
進
め
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と

思
い
ま
す
。

　

遠
い
地
か
ら
で
は
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
山
元
町

を
応
援
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て

一
日
も
早
く
復
興
す
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。

北
海
道
札
幌
市 

建
設
局

土
木
部 

工
事
課

■
派
遣
期
間

　
平
成
23
年
12
月
5
日

�

～
平
成
24
年
2
月
3
日

■
配
属
先
　
ま
ち
づ
く
り
整
備
課

■
担
当
業
務

　

�

災
害
復
旧
工
事
関
連
設
計
監
督

業
務

■
派
遣
期
間
を
振
り
返
っ
て

　
昨
年
12
月
に
初
め
て
山
元
町
に

来
て
、
震
災
後
の
校
庭
で
明
る
く

元
気
に
遊
ぶ
子
供
た
ち
の
姿
を
見

た
時
に
、
こ
の
子
供
た
ち
の
た
め

に
も「
早
く
復
興
を
遂
げ
ら
れ
る

よ
う
お
手
伝
い
を
し
た
い
」「
少

し
で
も
力
に
な
り
た
い
」と
強
く

思
い
、
2
カ
月
間
業
務
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
1
年
が
経

ち
ま
し
た
が
、
今
も
不
自
由
な
生

活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
町
民
の
皆

様
が
大
勢
い
る
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
、
山
元
町
は
、
確
実
に
一
歩

ず
つ
復
興
に
向
か
っ
て
歩
い
て
い

ま
す
。
町
民
、
町
職
員
の
皆
様
、

力
を
合
わ
せ
も
う
少
し
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
。
私
は
、
こ
れ
か
ら
も

山
元
町
を
応
援
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
最
後
な
り
ま
す
が
、
山
元
町
が

一
日
も
早
く
復
興
を
成
し
遂
げ
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
素
晴
ら
し
い
町

に
な
る
こ
と
を
心
よ
り
お
祈
り
し

て
い
ま
す
。

　
震
災
後
、
町
の
復
旧
・
復
興
を
支
援
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
1
0
0
を
超
え
る
全
国
各
地
の
自
治

体
等
か
ら
、延
べ
約
1
万
5
千
人
を
超
え
る
た
く
さ
ん
の
職
員
を
派
遣
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
回
は
、こ
れ
ま
で
町
の
復
旧
・
復
興
を
支
援
い
た
だ
き
、派
遣
期
間
を
終
え
各
自
治
体
へ
戻
ら
れ

た
2
カ
月
以
上
の
長
期
派
遣
職
員
の
方
々
（
平
成
24
年
3
月
末
現
在
）を
ご
紹
介
し
ま
す
。【
順
不
同
】

　
な
お
、皆
さ
ん
か
ら
は「
山
元
町
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
そ
の
文
面
か
ら
山

元
町
に
対
す
る
熱
い
思
い
が
伝
わ
る
と
思
い
ま
す
。

体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

（
町
民
体
育
館
）休
館
の

お
知
ら
せ

　
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
は
、
こ
れ

ま
で
全
国
各
地
か
ら
い
た
だ
い
た

支
援
物
資
保
管
場
所
と
し
て
使
用

し
て
き
ま
し
た
が
、
震
災
に
よ
り

被
災
し
た
箇
所
の
復
旧
工
事
を
行

う
こ
と
か
ら
、
当
面
の
間
、
休
館

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問	

生
涯
学
習
課　
生
涯
学
習
班

☎
37
―
5
1
1
6

「
山
元
町
ふ
る
さ
と
歴
史

学
習
会
講
演
会
」を
開
催

し
ま
す

日
時　
4
月
25
日
㈬

　
　
　
9
時
30
分
～
11
時
30
分

場
所　
中
央
公
民
館
2
階
会
議
室

講
話　
「�

山
元
町
に
お
け
る
小
中

学
校
の
現
状
と
課
題
」

講
師　
山
元
町
教
育
委
員
会

　
　
　
教
育
長　
森　
憲
一 

氏

参
加
費　
無
料

申
し
込
み

　
4
月
15
日
㈰
ま
で
左
記
に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、

ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問・申	�

山
元
町
ふ
る
さ
と
歴
史

	

学
習
会　
庶
務　
木
村

☎
37
―
2
7
7
5

■ 水道水放射性物質測定結果 	 問 上下水道事業所 施設班 ☎37-1120
　水道水における放射能測定結果は、下記のとおり「不検出」となっていますので、安心してご使用ください。

採　取　場　所 採取日 用　途 結　果
食品衛生法に基づく乳
児の飲用に関する暫定
的な指標値

原子力安全委員会が定
めた飲食制限に関する
指標値

仙南・仙塩広域水道
南部山浄水場（白石市） 3/16

放射性ヨウ素 不検出
（検出下限値0.4） 100Bq/kg 300Bq/kg

放射性セシウム 不検出
（検出下限値0.3） 無 200Bq/kg

横山・小平・山下・坂元
深井戸 3/16

放射性ヨウ素 不検出
（検出下限値0.6） 100Bq/kg 300Bq/kg

放射性セシウム 不検出
（検出下限値0.8） 無 200Bq/kg

※県公表の水道水放射線測定結果（南部山浄水場3月19日測定・町内深井戸3月17日測定）

※役場は東北電力がサーベイメータで、それ以外の施設は町職員等が簡易型環境放射線モニタでそれぞれ測定した値です。

■ 空間放射線量測定結果の推移 	 問 総務課 危機管理室 ☎29-8002
　町では、現在次の22カ所で空間放射線量の測定を実施しています。
　なお、この測定結果は、町ホームページに掲載しているほか、りんごラジオ（80.7MHz）でもお知らせして
います。

■ 町施設� 単位：μ Sv/h

測定施設 3/2 3/6 3/9 3/13 3/16 3/19 3/21 3/23 3/27
役場駐車場 0.12 0.12 0.10 0.10 0.11 0.11 0.12 0.11 0.11
北 保 育 所 0.13 0.13 0.12 0.12 0.12 0.12 0.11 0.12 0.10
南 保 育 所
（老人憩いの家）0.14 0.14 0.13 0.13 0.13 0.11 0.10 0.12 0.11

坂 元 支 所 0.13 0.12 0.12 0.14 0.14 0.15 0.15 0.17 0.14
中央公民館 0.09 0.10 0.12 0.09 0.09 0.09 0.11 0.07 0.10
少 年 の 森 0.16 0.17 0.18 0.18 0.20 休館 0.19 0.21 0.20

■ その他施設①� 単位：μ Sv/h

測定施設 3/2 3/6 3/9 3/13 3/16 3/19 3/21 3/23 3/27
やまもと幼稚園 0.14 0.13 0.14 0.14 0.14 0.14 0.14 休園 0.13
ふじ幼稚園
（真庭区民会館）0.14 0.14 0.15 0.14 0.14 休園 0.13 0.13 0.14

工房地球村 0.10 0.11 0.09 0.10 0.10 0.11 0.11 0.09 0.09
久保間児童遊園 0.35 0.33 0.41 0.45 0.43 0.40 0.41 0.42 0.43
上 平 消 防
ポンプ置場前 0.21 0.22 0.23 0.24 0.21 0.24 0.24 0.21 0.21

■ 小・中学校等� 単位：μ Sv/h

測定施設 3/2 3/6 3/9 3/13 3/16 3/19 3/21 3/23 3/27
山下第一小学校 0.10 0.10 0.10 0.10 0.09 0.09 0.08 0.08 0.08
山下小学校
（山下第二小）0.08 0.12 0.15 0.08 0.07 0.07 0.10 0.16 0.10

坂元小学校
（中浜小）0.15 0.16 0.17 0.15 0.17 0.20 0.16 0.16 0.16

山下中学校 0.23 0.25 0.24 0.24 0.23 休校 0.24 0.24 0.24
坂元中学校 0.24 0.20 0.21 0.26 0.23 0.22 0.19 0.23 0.21
山元支援学校 0.13 0.13 0.15 0.15 0.13 0.13 0.10 0.10 0.11

■ その他施設②� 単位：μ Sv/h

測定施設 3/2 3/6 3/9 3/13 3/16 3/19 3/21 3/23 3/27
山 下 駅 前 0.11 0.11 0.12 0.10 0.11 0.10 0.10 0.12 0.11
坂 元 駅 前 0.15 0.15 0.14 0.15 0.14 0.13 0.14 0.14 0.14
西牛橋（西）バス停前 0.12 0.12 0.13 0.11 0.11 0.11 0.11 0.12 0.12
中山杉内バス停前 0.24 0.23 0.25 0.26 0.25 0.25 0.26 0.25 0.26
中山仮設住宅
バ ス 停 前 0.23 0.25 0.27 0.27 0.27 0.24 0.27 0.28 0.29

町
の
復
旧
・
復
興
応
援
隊
！

長
期
派
遣
職
員
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す

町 内 放 射 線 関 連 情 報

パート２

勝
かつ
見
み
 元
もと
暢
のぶ
さん

佐
さ
藤
とう
 祐
まさ
之
ゆき
さん

杉
すぎ
原
はら
 弘
ひろ
修
のぶ
さん

支援に感
謝し、

　　着
実に前へ

支援に感
謝し、

　　着
実に前へ
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長期派遣職員の皆さんを紹介します

愛
知
県
半
田
市 

企
画
部

企
画
課

■
派
遣
期
間

　
1
月
1
日
～
3
月
31
日

■
配
属
先
　
総
務
課

■
担
当
業
務

　

�

派
遣
職
員
に
関
す
る
派
遣
元
自

治
体
と
の
調
整
・
派
遣
受
入
の

調
整

■
派
遣
期
間
を
振
り
返
っ
て

　
1
月
2
日
山
元
町
に
赴
任
し
た

際
、初
め
て
町
の
状
況
を
見
て
、震

災
後
9
カ
月
経
っ
た
当
時
も
な
お

厳
し
い
現
実
を
目
の
当
た
り
に

し
、
改
め
て
震
災
の
恐
ろ
し
さ
を

痛
感
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　
役
場
で
の
担
当
は
、
全
国
の
自

治
体
と
の
職
員
派
遣
に
関
す
る
調

整
業
務
の
た
め
、
町
民
の
皆
さ
ん

と
接
す
る
機
会
は
多
く
は
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
大
変
厳
し
い
生
活

の
中
で
も
、
前
向
き
に
一
歩
一
歩

復
興
に
向
け
進
ん
で
い
る
姿
は
、

心
に
大
き
く
残
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
3
カ
月
間
の
山
元
町
生
活

は
、様
々
な
場
面
で〝
絆
〟の
大
切

さ
、
す
ば
ら
し
さ
を
実
感
し
、
ま

た
、
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
機
会
と

な
り
、
生
涯
忘
れ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
最
後
に
、
山
元
町
職
員
の
皆
さ

ん
に
お
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
本
格

的
な
復
興
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。
今
ま
で
以
上
に
大
変
だ
と
は

思
い
ま
す
が
、
明
る
く
元
気
で
前

向
き
な
皆
さ
ん
で
あ
れ
ば
、
必
ず

や
復
興
を
成
し
遂
げ
て
く
れ
る
も

の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
お
体
に

は
十
分
気
を
付
け
て
…
。

　
ま
た
、
ど
こ
か
で
一
緒
に
仕
事

が
や
れ
た
ら
い
い
で
す
ね
。

三
重
県
津
市 
建
設
部

津
南
工
事
事
務
所

■
派
遣
期
間

　
1
月
1
日
～
3
月
31
日

■
配
属
先
　
ま
ち
づ
く
り
整
備
課

■
担
当
業
務

　

�

災
害
復
旧
業
務
に
係
る
工
事
管

理
業
務

■
派
遣
期
間
を
振
り
返
っ
て

　
1
月
に
山
元
町
へ
赴
任
し
た
当

初
は
、
被
害
の
状
況
を
目
の
当
た

り
に
し
、
驚
き
と
同
時
に「
少
し

で
も
お
役
に
立
ち
た
い
」と
い
う

気
持
ち
に
な
っ
た
こ
と
を
覚
え
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
公
共
施
設
が

少
し
で
も
早
く
復
旧
し
、
住
民
の

皆
さ
ん
の
生
活
が
一
日
で
も
早
く

元
の
状
態
に
近
づ
け
る
よ
う
に
と

い
う
思
い
で
担
当
業
務
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
3
カ
月
間
と
い
う
短
い
期
間
で

し
た
が
、「
チ
ー
ム
山
元
」の
一
員

と
し
て
皆
さ
ん
と
同
じ
時
間
を
共

有
で
き
た
こ
と
は
私
の
誇
り
で

す
。
ま
た
、
大
切
な
仕
事
に
携
わ

っ
た
こ
と
で
、
公
務
員
と
し
て
の

使
命
感
が
格
段
に
強
く
な
り
ま
し

た
。

　
今
後
は
、復
旧
・
復
興
が
進
み
、

一
日
も
早
く
住
み
や
す
く
元
気
な

山
元
町
に
な
る
こ
と
を
津
市
か
ら

応
援
し
て
い
き
ま
す
。

三
重
県
津
市 

建
設
部

営
繕
課

■
派
遣
期
間

　
1
月
1
日
～
3
月
23
日

■
配
属
先
　
学
務
課

■
担
当
業
務

　
教
育
施
設
の
災
害
復
旧
事
業
お

よ
び
設
計
・
監
理
に
関
す
る
業
務

■
派
遣
期
間
を
振
り
返
っ
て

　
年
始
よ
り
津
市
の
前
任
者
の
業

務
を
引
き
継
ぎ
、
教
育
委
員
会
学

務
課
に
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
東
日

本
大
地
震
の
被
害
は
メ
デ
ィ
ア
等

に
よ
り
把
握
は
し
て
い
ま
し
た

が
、
被
災
地
は
自
分
の
想
像
以
上

に
大
変
な
状
況
で
あ
る
こ
と
を
実

感
し
、
山
元
町
の
た
め
に
私
の
で

き
る
こ
と
で
貢
献
し
た
い
と
強
く

思
い
ま
し
た
。

　
業
務
と
し
て
は
、主
に
小
・
中
学

校
の
災
害
復
旧
に
か
か
わ
っ
て
き

ま
し
た
。
少
し
で
も
早
く
快
適
な

教
育
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
で
、

こ
れ
か
ら
の
山
元
町
を
担
っ
て
い

く
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
何
か
で

き
た
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
も
意

味
の
あ
る
3
カ
月
間
で
し
た
。

　
山
元
町
が
少
し
で
も
早
く
復
興

を
遂
げ
、
素
晴
ら
し
い
町
に
な
る

こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

宮
崎
県
宮
崎
市 

税
務
部

納
税
管
理
課

■
派
遣
期
間

　
平
成
23
年
12
月
1
日

�

～
平
成
24
年
2
月
1
日

■
配
属
先
　
総
務
課

■
担
当
業
務

　

�

災
害
救
助
法
に
基
づ
く
補
助
金

申
請
業
務

■
派
遣
期
間
を
振
り
返
っ
て

　
宮
崎
が
口
蹄
疫
等
の
被
害
を
受

け
た
時
、
全
国
か
ら
温
か
い
ご
支

援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
恩

返
し
と
い
う
ほ
ど
大
し
た
事
は
で

き
ま
せ
ん
が
、
何
か
お
役
に
立
て

れ
ば
と
思
い
、
派
遣
を
希
望
し
ま

し
た
。

　
業
務
上
、
町
民
の
方
と
直
接
お

話
す
る
機
会
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
宮
崎
か
ら
来
て
い
る
こ
と

に
気
づ
い
た
方
か
ら
声
を
か
け
ら

れ
た
と
き
は
、
こ
ち
ら
が
元
気
づ

け
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
本
格
的
な
復
興
に
向

か
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
が
、
ま

ず
は
町
民
の
方
が
元
気
に
な
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
3

月
に
山
元
町
の
中
学
生
を
宮
崎
市

に
招
待
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
少
し
で
も
震
災
の
辛
さ
を
忘

れ
、
元
気
に
な
っ
て
く
れ
て
い
た

ら
う
れ
し
い
で
す
。

宮
崎
県
宮
崎
市 

福
祉
部

社
会
福
祉
課

■
派
遣
期
間

　
平
成
23
年
12
月
1
日

�

～
平
成
24
年
2
月
1
日

■
配
属
先
　
総
務
課

■
担
当
業
務

　

�

災
害
救
助
法
に
基
づ
く
国
庫
補

助
申
請
事
務

■
派
遣
期
間
を
振
り
返
っ
て

　

2
カ
月
の
派
遣
期
間
で
し
た

が
、
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。
災

害
の
恐
ろ
し
さ
、
怖
さ
を
目
の
当

た
り
す
る
と
と
も
に
、
復
興
に
取

り
組
ま
れ
て
い
る「
チ
ー
ム
山

元
」の
力
強
さ
に
驚
か
さ
れ
る

日
々
で
し
た
。

　
業
務
は
、
主
に
災
害
救
助
法
の

補
助
申
請
業
務
を
行
い
ま
し
た
。

当
時
の
状
況
や
心
情
、
現
在
の
状

況
や
思
い
、
復
旧
・
復
興
へ
込
め

る
思
い
を
知
る
に
つ
れ
、
業
務
に

追
わ
れ
る
な
か
、
与
え
ら
れ
た
仕

事
を
山
元
町
の
方
々
の
た
め
に
し

よ
う
と
い
う
思
い
が
強
く
な
る
ば

か
り
で
し
た
。

　
今
後
も
全
国
各
地
か
ら
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
派
遣
職
員
と
し
て
多
く

の
方
々
が
山
元
町
を
訪
れ
る
と
思

い
ま
す
。
こ
の
縁
を
き
っ
か
け
に

「
チ
ー
ム
山
元
」の
輪
を
全
国
に
広

げ
て
く
だ
さ
い
。
縁
あ
っ
た
一
人

と
し
て
、
宮
崎
か
ら
山
元
町
の
一

日
も
早
い
復
興
を
お
祈
り
し
て
い

ま
す
。

宮
崎
県
宮
崎
市 

都
市
整
備
部

都
市
計
画
課

■
派
遣
期
間

　
2
月
1
日
～
3
月
30
日

■
配
属
先
　
総
務
課

■
担
当
業
務

　

�

災
害
救
助
法
に
係
る
補
助
金
請

求
業
務

■
派
遣
期
間
を
振
り
返
っ
て

　
私
は
2
カ
月
だ
け
の
お
手
伝
い

で
し
た
が
、
週
末
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
や
追
悼
式
な
ど
も
含
め
、

こ
の
短
い
期
間
で
も
多
く
の
こ
と

を
経
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ま
た

町
の
皆
さ
ん
や
役
場
職
員
の
皆
さ

ん
か
ら
震
災
・
支
援
・
復
興
に
関

し
て
多
く
の
こ
と
を
学
ば
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
は
ま
だ
道
半
ば
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
遠
い
町
か
ら
や
っ
て
き

た
私
た
ち
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ

い
た
町
の
皆
さ
ん
の
温
か
い
隣
人

愛
と
強
い
郷
土
愛
が
あ
れ
ば
、
山

元
町
が
再
興
す
る
日
は
必
ず
や
っ

て
く
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　
町
に
も
震
災
後
2
度
目
の
春
が

来
ま
し
た
。
私
も
次
は
、
復
興
の

桜
が
舞
い
散
る
季
節
に
自
然
の
息

吹
と
元
気
を
取
り
戻
し
た
ま
ち
の

風
景
を
見
に
来
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
宮
城
と
宮
崎
、
一
緒
に
歩
ん
で

い
き
ま
し
ょ
う
。
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
、長
期
間
に
わ
た
る
ご

支
援
、本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
の
山
元
町
に
対
す
る
熱

い
思
い
に
報
い
る
た
め
に
も
、

〝
チ
ー
ム
山
元 

心
を
ひ
と
つ
に
〟

復
旧
・
復
興
に
全
力
で
邁
進
し
て

い
き
ま
す
。

これまで人的支援をいただいている自治体等（3月末日現在）
北海道 山形県鶴岡市 七ヶ宿町 神奈川県鎌倉市 岐阜県大垣市 愛媛県東温市 宮崎県 宮崎県高千穂町

北海道伊達市 山形県天童市 亘理名取共立
衛生処理組合

神奈川県
茅ヶ崎市 福井県 愛媛県宇和島市 宮崎県

教育委員会 宮崎県綾町

北海道札幌市 山形県山形市 新潟県 山梨県 京都府京都市 愛媛県西条市 宮崎県宮崎市 宮崎県木城町

北海道室蘭市 山形県米沢市 新潟県新潟市 静岡県静岡市 兵庫県朝来市 愛媛県大洲市 宮崎県日向市 宮崎県日之影町

北海道登別市 宮城県 新潟県上越市 静岡県沼津市 兵庫県加古川市 愛媛県松山市 宮崎県都城市 宮崎県椎葉村

北海道豊浦町 宮城県
教育委員会 新潟県新発田市 静岡県掛川市 愛媛県 愛媛県上島町 宮崎県日南市 東北農政局

北海道むかわ町 角田市 埼玉県松伏町 静岡県焼津市 愛媛県
教育委員会 愛媛県鬼北町 宮崎県小林市 東北財務局

北海道壮暼町 丸森町 千葉県白子町 静岡県御殿場市 愛媛県今治市 愛媛県松野町 宮崎県串間市 関東財務局

北海道安平町 柴田町 東京都
教育委員会 静岡県伊東市 愛媛県新居浜市 愛媛県松前町 宮崎県えびの市（独）都市再生機構

北海道洞爺湖町 大河原町 東京都
選挙管理委員会 静岡県三島市 愛媛県西予市 愛媛県砥部町 宮崎県高原町

北海道厚真町 村田町 東京都品川区 静岡県長泉町 愛媛県伊予市 三重県津市 宮崎県国富町

山形県 川崎町 東京都大田区 愛知県半田市 愛媛県
四国中央市 広島県江田島市 宮崎県高鍋町

山形県酒田市 蔵王町 神奈川県横浜市 岐阜県郡上市 愛媛県八幡浜市 福岡県福岡市 宮崎県美郷町

皆様からのご支援に心より感謝申し上げます

大
おお
木
き
 康
やす
敬
たか
さん

川
かわ
﨑
さき
 寿
とし
之
ゆき
さん

松
まつ
井
い
 昭
あき
道
みち
さん

林
はやし
 直
なお
孝
たか
さん

長
は
谷
せ
川
がわ
 主
ちか ら
税さん

髙
たか
濱
はま
 健
けん
次
じ
さん

みんな
が応援

してい
ます

　 がん
ばろう

！山元みんな
が応援

してい
ます

　 がん
ばろう

！山元

チーム山元 心をひとつに！
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「山元いちご農園」が本格始動！
　昨年6月、被災したイチゴ農家4人で設立した農業生産法人「山元いちご農園」が、2月に小
平区内にイチゴ直売所を、先月3日㈯には花釜区内にイチゴ狩り施設を開園しました。
　「山元いちご農園」では、2.5ヘクタールの水田に、亘理郡内最大規模となる大型ハウス（栽培
面積2,160㎡）8棟を建設。うち4棟で昨年11月から“とちおとめ”と“もういっこ”あわせて
約6万6千株を栽培してきました。イチゴ狩り施設は、このうち収穫期を迎えた2棟を開放す
るもので、広々としたハウス内には、長さ45メートルの高設ベンチが36列並び、そこには真
っ赤に色づく完熟イチゴが実っていました。
　開園を前に関係者に公開された先月1日のプレオープン時には、イチゴ狩りを体験した方々
から「甘くて美味しい」と大好評で、その味は折り紙つきです。
　農園の代表を務める岩佐隆さん（笠野区）は、「これまでいろいろな苦労がありましたが、全
国からの様々な支援をいただき、やっとここまでこぎつけました。今はただただうれしいの一
言」と喜びの言葉とともに、「今後生産したイチゴは“山元イチゴ”の名称で販売、山元ブランド
を県内外に発信して、町の知名度の底上げを図り、町全体の振興につなげたい」と、イチゴを核
とした町の復興に対する意気込みを力強く語っていました。

アサヒビールから「希望の桜」の苗木が寄贈されました
　2月29日、アサヒビール㈱「未来へのメッセージプロジェクト記念植樹式」が行われ、
町に桜（ソメイヨシノ）の苗木25本が贈られました。当初は、戸花山で式典を開催し
苗木を植樹する予定でしたが、当日は降雪のため中央公民館に場所を移し、篠崎東北
広域支社長から齋藤町長に記念植樹プレートが手渡されました。
　アサヒビール㈱では、昨年8月から9月にウェブサイトなどを通じて、東北の復興を願
う応援メッセージを全国に募集、メッセージ50件につき1本の桜を植樹しようという「未
来へのメッセージプロジェクト」を企画・実施しており、今回の贈呈となったものです。
　寄贈に際し、篠崎東北広域支社長は「全国各地から2万3千通を超える応援メッセー

ジが集まり、その思いを桜に変えて山元町に届けに来ました。この桜が町の復興のお役に立てればと思います」と話し、齋
藤町長は「戸花山は、町の震災復興計画でも観光の拠点になる場所。この山を桜の名所とするためにも新たな植樹ができ
ることは大変喜ばしいことです」と感謝の言葉を述べました。
　「希望の桜」は、戸花山の里山再生を目指し桜の植樹活動を行う戸花山桜の会（会長　鈴木 慧

さとし

氏）の協力を得て、先月下旬、
戸花山に植樹されました。

町内小中学校で卒業式
　先月、町内小中学校で卒業式が行われ、小学校児童118人、中学校生徒117人がたく
さんの思い出とともに、慣れ親しんだ母校を巣立ちました。
　このうち、山下中学校では89人が卒業。在校生や保護者、来賓などが見守るなか、一
人ひとりに卒業証書が手渡されました。
　渡邉修次校長は式辞のなかで、「心に元気と明るさを持って山元町を復興していきま
しょう。その復興の主役は皆さんです。それぞれの進
学先で大いに学び、大いに体を鍛え、心を豊かにして
ください。日本はあなた方の成長を必要としています。
ぜひそれぞれの得意な分野を生かして、日本の復興に
向け奮闘してほしいと願っています」と激励。卒業生
代表として五十峯吉紀さんが答辞で「私たちはこの3

年間で様々な活動をし、その分だけたくさんの思い出が詰まっています。その思い出に
は楽しかったこと、辛かったことなど、その一つひとつに様々な感情が刻まれています」
と、3年間の思い出、そして両親や先生方に対する感謝の気持ちなどを述べました。
　例年はここまでで終了となるところですが、今回は引き続き、卒業生らによる第2部
を開催。退職を迎える渡邉校長に対し、卒業生から感謝の言葉とともに卒業証書が授与されたほか、卒業生一人ひとりが
3年間の思い出や震災からこれまでを振り返り、涙ながらに思い思いのメッセージを発表していました。

支援ボランティア団体が「震災復興支援サービス大賞・MIAU賞」を受賞
　先月8日、東京都内で「震災復興支援サービス大賞」表彰式が開催され、ふるさと伝承
館を拠点に、町内で津波により被災した写真やアルバムの洗浄、持ち主への返却活動を
行う日本社会情報学会・災害情報支援チームに対し、「MIAU 賞」が贈られました。
　「震災復興支援サービス大賞」とは、経済産業省の「復旧・復興支援サイト等調査事業」
で調査されたサイトなどの中から、昨年の震災の復興過程で登場し復興に役立つものを
選定・表彰したもので、同チームは「IT 技術を駆使して、持ち主への被災写真・アルバム
の返却支援に貢献したこと」が高く評価され、今回の受賞となりました。
　同チーム代表で大妻女子大学の柴田邦臣准教授は、「この活動、そして今回の受賞は、
町、被災者の方々、ボランティア、地元で写真を見つけてくださる方々など、皆さんの協
力がなければできませんでした。本当に感謝しています」と活動協力に対する感謝の気持ちを話していました。
　なお、先月20日に一時終了した被災写真・アルバムの展示・引渡しについては、ふるさと伝承館にて今月3日㈫から再
開しました。ぜひ、皆さん、多くの方々の支援により救われた思い出を取り戻しにきませんか。

「幸せの黄色いハンカチ」プロジェクト
　先月、役場や国道沿いなど町内6カ所に掲げられた黄色いハンカチをご覧になったで
しょうか？
　3月11日、震災から1年を迎えるにあたり、「これまでいただいた支援に対する感謝
の気持ちと、山元町がここまで元気になったということを形に表そう」と、山下中学校や
子どもも大人もみんなで遊び隊、山元ボランティアサークル虹、山元青年倶楽部“翔”な
どで構成する実行委員会が企画したものです。
　実行委員会の呼びかけに、町内小・中学校の児童・生徒や町内各保育所の子どもたち、
町民、来町したボランティアなど多くの方々が参加し、ハンカチに「支援に対する感謝
の気持ち」「これからの目標や決意」など、思い思いのメッセージを書き記しました。
　さらに、この取り組みを知った愛知県設楽中学校が「少しでも前へ進んでほしい」と、107人の生徒が書いた約800枚
のハンカチを持って山下中を訪問して新たな絆を育むなど、プロジェクトは大きな広がりをみせ、予想を大きく上回る約
2,200枚ものハンカチが集まりました。
　この取り組みの発起人で、山下中学校前校長の渡邉修次さんは「震災を風化させないためにも、2年後、3年後と続けて
いきたい。時がたつにつれ、皆さんが記すメッセージの内容がどのように変化していくのか楽しみです」と今後の意気込
みを笑顔で話していました。

下郷区ふれあいおもだかネットワークが交流会を開催
　先月15日㈭、坂元公民館で、下郷区ふれあいおもだかネットワーク主催による交流
会が開催され、区内のお年寄りや旧坂中仮設住宅入居者など約40人が参加しました。
　この交流会は、「震災以降、引きこもりがちとなっているお年寄りなど、地域内の皆さ
んに心安らぐひとときを過ごしてもらおう」と同ネットワーク（会長　鈴木 敏勝氏）が
企画したものです。
　交流会では、タオルを使った健康体操や町消費生活相談員による出前講座が実施され
たほか、仙台市内で活動するフラダンスやハワイアンの愛好家による生演奏が披露され

ました。
　その優雅な踊りやゆったりとしたリズムの音楽を耳にし、参加者一同穏やかな表情をみせ、終了後の昼食会では「ハワ
イに来たような温かい気持ちになった」「元気をもらった」などの声が聞かれました。
　同ネットワーク顧問の宮地ふみ子さん（下郷区）は、参加者の明るい表情に安堵の様子で、「この交流会が震災から半歩
でも一歩でも前へ踏み出すきっかけになってくれればと思っています」と開催した感想を話していました。

記念植樹プレートとともに

イチゴを美味しそうに
ほおばる女の子を眺め、
開園の喜びをかみ締める

岩佐代表

感謝の気持ちを
黄色いハンカチに込めて

3年間の思い出がこみ上げ、
涙が溢れます

（卒業生によるメッセージ発表）

齋藤町長に受賞報告に訪れた
柴田代表（右から2番目）と現地責
任者の溝口さん（右から4番目）

心が和むひとときを過ごしました

震災の犠牲となった
渡邊瑠衣さんの遺影を手に、
卒業証書を受領する卒業生

復興への思いを桜に託し

山元イチゴを町復興の旗印に震災を乗り越え、新たな1歩踏み出す

被災写真・アルバムの救済に貢献！

感謝の気持ちを黄色いハンカチに込めて
地域で手を携えて



広報やまもと4月号 No.389（22）広報やまもと4月号 No.389（23）

保
健
福
祉
課
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1
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ツナマヨ蒸しパン（4人分）

①玉ネギはみじん切りにし、ツナは油
切りをしておく。
②ボールにホットケーキミックス、
卵、牛乳を入れて混ぜ、みじん切り
にした玉ネギ、ツナ、パセリ、マヨ
ネーズを加えて混ぜる。
③アルミカップに②を入れ、10分ほ
ど蒸す。

　　エネルギー	 107kcal
　　タンパク質	 4.3g
　　塩分	 0.3g

玉ネギ� 20g

ツナ� 32g

ホットケーキミックス

� 80g

卵� 1/2個

牛乳� 60cc

パセリ� 少々

マヨネーズ� 4g

　
今
年
度
の
特
定
健
診
の
結
果
を

見
る
と
、
男
性
の
40
歳
代
以
降
に

メ
タ
ボ
の
該
当
率
が
高
い
こ
と
か

ら
、
男
性
自
ら
が
健
康
管
理
を
行

う
こ
と
を
目
的
と
し
た
ク
ッ
キ
ン

グ
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
で
は
、
身
近

に
あ
る
材
料
で
で
き
る
簡
単
な
料

理
を
紹
介
し
ま
す
。「
調
理
を
す

る
こ
と
は
初
め
て
」「
あ
ま
り
料

理
を
し
た
こ
と
が
な
い
」「
最
近

食
欲
が
な
い
」「
毎
日
何
を
食
べ

て
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
」と
い

う
方
、大
歓
迎
で
す
。

　

み
ん
な
で
楽
し
く
調
理
を
し

て
、
お
い
し
く
楽
し
く
食
べ
て
バ

ラ
ン
ス
食
を
体
験
し
ま
し
ょ
う
。

　
4
月
か
ら
毎
月
1
回
、
全
5
回

コ
ー
ス
で
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

●
第
1
回
日
時

　
4
月
26
日
㈭
9
時
30
分
～
13
時

※�

2
回
目
以
降
の
日
程
は
、第
1

回
の
教
室
時
に
改
め
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

●
内
容

　
栄
養
講
話
＆
調
理
実
習

※�

覚
え
て
お
く
と
便
利
！
あ
っ
と

い
う
間
に
で
き
る
ら
く
ら
く
料

理
の
紹
介

●
場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

●
持
ち
物

　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
筆
記
用

具
・
負
担
金

※
1
回
当
た
り
3
0
0
円

●
申
し
込
み

　
参
加
を
希
望
す
る
方
は
事
前
に

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
4
月
20

日
㈮
、
健
康
推
進
班 

栄
養
士
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇�

本
紙
3
月
号
で
紹
介
し
た「
男

性
の
料
理
教
室
」で
好
評
だ
っ

た
メ
ニ
ュ
ー
を
紹
介
し
ま
す
。

「
レ
ン
ジ
で
作
る
サ
バ
の
味
噌
煮
」

○
材
料（
2
人
分
）

・
サ
バ　
　
　
2
切
れ

　
　
・
シ
ョ
ウ
ガ　
1
片

　
　
・
味
噌　
　
　
大
さ
じ
2

A　
・
酒　
　
　
　
大
さ
じ
2

　
　
・
砂
糖　
　
　
大
さ
じ
2

　
　
・
水　
　
　
　
大
さ
じ
2

○
作
り
方

①�

サ
バ
の
皮
に
1
本
切
り
目
を
入

れ
て
お
く
。

②�

シ
ョ
ウ
ガ
は
皮
を
む
い
て
、
薄

切
り
し
て
か
ら
千
切
り
に
し
水

に
放
す
。

③�

耐
熱
容
器
に
A
を
入
れ
て
混

ぜ
、①
の
サ
バ
の
皮
を
上
に
し
、

A
を
す
く
っ
て
上
か
ら
も
か

け
る
。

④�

③
に
ラ
ッ
プ
を
ふ
ん
わ
り
か

け
、電
子
レ
ン
ジ
で
加
熱
す
る
。

⑤�

④
を
皿
に
盛
り
付
け
、
汁
を
か

け
て
②
を
乗
せ
る
。

　平成24年度狂犬病集合予防注射を下記日程で行いますので、持参物・注意事項をご確認のうえ、都合に合わせ
希望する会場にお越しください。
　今年度は日曜日にも実施しますので、平日都合が悪い方はぜひお越しください。

■持参物
・�通知のハガキ（すでに登録している
飼い主にお送りします）
・手数料
　①新規登録料　3,000円
　　（未登録の飼主）
　②注射料　　　3,020円
　　（注射済票交付手数料550円含む）
■注意事項
・�犬を確実におさえられる方が連れて
きてください。小さいお子さんをお
連れになるのは、危険ですのでご遠
慮ください。
・�首輪はしっかり取り付け、会場で逃
げないようにしてください。
・�軽トラックの荷台等に乗せて犬を連
れてくる場合には綱が首にからまり
危険ですので、ご注意ください。

　犬が妊娠中や健康状態がすぐれない等で、上記日程で接種できない場合は下記動物病院でも集合注射と同料金
で接種できます。
　なお、接種した場合には必ず病院が発行する注射済証を保健福祉課または坂元支所に提出してください。狂犬
病予防注射済票（発行手数料550円）を発行します。

病　院　名 住　　所 電話番号
ほりごめ動物病院 名取市小豆島字島東304-4 022-384-1745
渡辺動物病院 名取市増田4丁目4-10 022-384-4379
桑嶋動物病院 名取市飯野坂1丁目4-55 022-383-5877
那智が丘アン・ペットクリニック 名取市那智が丘2丁目18-10 022-381-2311
かんの動物病院 名取市植松2-8 022-384-0201
カサハラアニマルメディカルセンター 岩沼市中央4丁目9-2 24-2426
じゅん動物病院 岩沼市桜5丁目11-7 24-0912
あおぞら動物病院 岩沼市たけくま1丁目18-9 24-0672
仙台南動物病院 亘理町逢隈牛袋字谷地添48-3 33-1311

月　　日 時　　間 場　　所

4月22日㈰
  9時30分～ 10時10分 坂元支所
10時25分～ 10時55分 体育文化センター
11時10分～ 12時10分 役場（保健センター前）

4月23日㈪

  9時45分～  9時55分 鷲足公会堂
10時10分～ 10時20分 小平老人憩いの家
10時35分～ 10時50分 大平生活センター
11時05分～ 11時15分 八手庭農村集落多目的センター
11時30分～ 11時40分 横山老人憩いの家
13時10分～ 13時30分 深山山麓少年の森
13時45分～ 14時05分 山下生活センター

4月24日㈫

  9時30分～  9時50分 浅生原公会堂
10時05分～ 10時25分 高瀬野菜集荷所
10時45分～ 11時00分 久保間生活センター
11時15分～ 11時30分 中山生活センター
11時45分～ 12時00分 上平老人憩いの家

問 保健福祉課 健康推進班

男
性
の
た
め
の

「
簡
単
・
お
い
し
い
！
ク
ッ
キ
ン
グ
講
座
」参
加
者
募
集

飼い犬の登録と狂犬病予防注射のお知らせ平成24年度

～生後91日以上の犬は、登録と年1回の狂犬病予防注射が
義務付けられています。忘れずに行いましょう～

⎱⎱⎱

ぜひお試しください！



広報やまもと4月号 No.389（24）広報やまもと4月号 No.389（25）

問 上下水道事業所　施設班　☎37-1120 問 上下水道事業所　庶務班　☎37-1120

【水道関係】
指定番号 事業者の名称 電　話

1 ㈱クリワダ （0223）37-0013
2 木村工事㈱ （0223）37-2853
4 ㈱ヤマムラ （0223）38-0150
5 ㈲伊藤設備工業所 （0223）37-2108
6 ㈲阿部ホームサービス （0223）37-3469
7 ㈲針生設備工業 （0223）37-2452
8 ㈲佐藤設備 （0223）37-4165
9 鹿又工業㈱ （022）382-0216
10 ㈱コムロ （0223）34-8027
11 ㈱嶺利設備工業所 （0223）34-3798
12 ㈱松清産業 （022）284-8679
13 ㈲小野商店 （0224）79-2543
14 ㈲青木設備工業所 （022）384-1330
16 ㈱宍戸工業所 （0223）34-1722
17 ㈱和泉 （0223）24-0953
18 ㈱マルミ設備 （022）392-3234
19 ㈲エンジニアリングサトー （0223）34-1535
20 ㈲北仙台設備工業所 （022）378-0141
21 日幸電設㈱ （0223）34-3161
22 阿部春建設㈱ （0223）34-3721
23 トモエ産業㈱ （0223）24-2564
24 大丸産業㈱ （022）239-1711
25 ㈲富沢設備工業所 （0224）53-3211
26 ㈱斉藤管工 （0224）62-1506
27 ㈱ケイテック （022）351-2516
29 ㈱白石ハウビング （0224）55-1457
30 ㈲熊澤工務店 （0223）36-2880
31 ホシナ住設㈱ （0224）63-1448
32 ㈱ ワ カ キ （0224）62-3217
33 ㈱斎直商店 （0224）62-1238
34 ㈲加新住設 （022）365-8623
35 ㈲門脇総合設備 （0223）34-7775
36 ㈲快適プラン・住設 （0223）37-1478
38 リビングコンサルタントてど （0223）34-1803
39 ㈱平設備興業 （022）289-3305
40 高橋設備㈱ （022）242-5990
41 ㈲引地設備工業 （022）385-0737
42 ㈱サンホーム 機器販売 （022）227-1284
43 ㈲高美住設 （0224）55-1351
44 ㈲角田安全ガス （0224）62-1143
45 ㈲斉藤設備 （0244）36-2868
46 ㈲森久設備 （0223）22-0450
47 興信管工㈱ （0223）36-3211
48 ㈱いこい住設 （022）382-2717
49 ㈱馬渕工業所 （022）247-0181
50 本田設備 （0224）62-0428
52 ㈱トーヨー建設 （0244）36-7030
53 ㈲常楽設備 （022）289-3154
54 ㈱名取総合サービスセンター （022）384-3002
55 ㈲エス・ジェイ・メンテナンス （0224）63-5126
56 嶋田設備 （0223）37-0808
57 船山設備 （022）394-3632
58 ㈱クラシアン （022）712-6211
59 ㈲鈴木設備工業所 （0224）84-4140
60 ㈱松村工業所 （0223）38-0558
61 木村設備工業㈱ （0223）35-2457
62 ㈲丸子設備工業 （0224）63-2402
63 協業組合　ケンナン （022）384-5697
64 ㈲斎藤設備工業 （022）372-3596
65 カマト設備工業所 （0223）34-5249
66 ㈱藤設備 （022）351-5815
67 ㈲正友設備 （022）290-6636
68 ㈲ひばり住設 （0224）22-8416
69 あくあ （0244）26-5130
70 ㈲高橋設備 （0224）62-4519
71 ㈱さくら設備 （0224）53-2510

【水道関係】
指定番号 事業者の名称 電　話
72 ㈱三成工研 （022）242-4435
73 都管理㈱ （022）781-0231
74 ㈲川内住器設備 （0223）83-2248

【下水道関係】
指定番号 事業者の名称 電　話

1 ㈲阿部ホームサービス （0223）37-3469
2 ㈲伊藤設備工業所 （0223）37-2108
4 木村工事㈱ （0223）37-2853
5 ㈱クリワダ （0223）37-0013
6 野村建設㈱ （0223）38-0591
9 三宅建設㈱ （0223）38-0480
12 ㈱ヤマムラ （0223）38-0150
13 ㈲針生設備工業 （0223）37-2452
14 ㈲安田工務店 （0223）37-0147
16 ㈲佐藤設備 （0223）37-4165
17 ㈲小野商店 （0224）79-2543
18 ㈱嶺利設備工業所 （0223）34-3798
19 ㈱コムロ （0223）34-8027
20 ㈱斉藤管工 （0224）62-1506
21 ㈱宍戸工業所 （0223）34-1722
22 ㈱マルミ設備 （022）392-3234
23 ㈱斎直商店 （0224）62-1238
24 ㈲エンジニアリングサトー （0223）34-1535
26 ㈲青木設備工業所 （022）384-1330
27 日幸電設㈱ （0223）34-3161
28 ㈱白石ハウビング （0224）55-1457
30 ㈱ ワ カ キ （0224）62-3217
31 ㈲加新住設 （022）365-8623
32 ㈲エス・ジェイ・メンテナンス （0224）63-5126
35 ホシナ住設㈱ （0224）63-1448
36 ㈱平設備興業 （022）289-3305
37 高橋設備㈱ （022）242-5990
38 ㈲引地設備工業 （022）385-0737
40 ㈲角田安全ガス （0224）62-1143
41 ㈲森久設備 （0223）22-0450
42 興信管工㈱ （0223）36-3211
43 ㈱いこい住設 （022）382-2717
45 本田設備 （0224）62-0428
47 ㈱名取総合サービスセンター （022）384-3002
48 嶋田設備 （0223）37-0808
50 ㈲門脇総合設備 （0223）34-7775
51 ㈲タカヤ （0224）52-3320
53 船山設備 （022）394-3632
54 ㈲高美住設 （0224）55-1351
55 ㈲鈴木設備工業所 （0224）84-4140
56 ㈱松村工業所 （0223）38-0558
57 木村設備工業㈱ （0223）35-2457
58 ㈲丸子設備工業 （0224）63-2402
59 協業組合　ケンナン （022）384-5697
60 ㈲斎藤設備工業 （022）372-3596
61 ㈱藤設備 （022）351-5815
62 ㈲正友設備 （022）290-6636
63 ㈱さくら設備 （0224）53-2510
64 ㈲高橋設備 （0224）62-4519
65 ㈱三成工研 （022）242-4435
66 阿部春建設㈱ （0223）34-3721
67 ㈱溝淵建設 （011）774-2754

町指定給水装置工事事業者および町公認排水設備等工事事業者名簿

○網掛けの業者は、町内業者です。
○上記業者は平成 24年 2月末現在のものです。
○【上水道関係】：指定番号 3、15、28、37、51は欠番です。
○【下水道関係】：�指定番号 3、7、8、10、11、15、25、29、33、
	 34、39、44、46、49、52は欠番です。
注：�この名簿以外の業者は工事をすることができません。

町内においてお客様が宅内の水道・下水道の工事を依頼することができる指定・公認の業者は次のとおりです。

　上下水道料金をお支払いいただく場合、金融機関窓口で支払う納付書払いと預貯金口座から自動的に
振り替られる口座振替の2種類の納入方法があります。
　これまで、上下水道事業所では口座振替を推進し、皆様のご協力により平成24年2月末の口座振替率
は69％を超える高い率となりました。
今後、さらなる口座振替を推進していきますので、この機会にぜひお申し込みください。

納め忘れがなく確実です
　手軽な手続きで納め忘れもなく、わざわざ金融機関まで足を運ぶ必要がありません。
　また、上下水道事業所にとっても納入通知書発送等が省略でき、コスト縮減にもつながりますので、
ぜひ料金のお支払いは便利で確実な口座振替にご協力ください。

手続きは簡単・無料です
　口座振替の手続きは、金融機関で指定用紙への記入、押印するだけの簡単な手続きです。
　また、申し込み手続きや振替には、一切手数料はかかりません。（上下水道事業所の窓口では受付して
いません）

手続きに必要なもの
　①預貯金通帳　②印鑑（通帳印）

金融機関でお申し込み
　七十七銀行・あぶくま信用金庫・仙台銀行・みやぎ亘理農協・ゆうちょ銀行
　以上の本店・支店なら町内に限らず、どこの窓口でもお申し込みが可能です。

口座振替のしくみ
　①検針票で使用水量のお知らせをします（毎月15日～25日ごろ）
　②金融機関へ料金の請求依頼
　③預貯金口座からの振替（検針した月の翌月26日）
　④上下水道事業所へ料金の入金

●ご注意
①�検針月の翌月26日（振替日が土・日・祝日の場合は翌日の金融機関の営業日）に、お客様の口座から振
替となります。なお、残高不足等で振替不能となった場合には、再振替できませんので、翌月20日に
発送される督促状兼納付書にてお支払いいただくことになります。
②�手続きは、金融機関窓口での口座振替申し込み時から処理完了まで数週間かかるため、翌月から振替
ができない場合がありますので、ご了承ください。

　昨年12月、地方公共団体金融機構より、震災で被災した施設に係る企業債の残債を対象に繰上償還の
財源として借換債が認められました。
　そこで、被災した下水道施設の一部の残債（利率4.35%～ 4.6%）を低利率（0.7%～ 0.9%）に借り換え
を行った結果、今後11年間で約2,830万円の軽減が見込める結果となりました。
　今後も同様の措置により、さらなる経費節減に取り組んでまいります。

上下水道事業所 金融機関

お客様

④
③

②

①

こんなしくみだヨ！

上下水道事業所からのお知らせ

料金のお支払いは口座振替で

被災施設に係る企業債の一部を借り換えました



広報やまもと4月号 No.389（26）広報やまもと4月号 No.389（27）

町からの情報は、10～16ページのトピックスにも
記載していますので、あわせてご覧ください。

問：問い合わせ先 申：申し込み先

認
知
症

高
齢
者
家
族
交
流
会

　

ご
家
族
が「
認
知
症
」と
診
断

さ
れ
戸
惑
っ
て
い
る
方
、
介
護
で

悩
ん
で
い
る
方
、
介
護
を
経
験
さ

れ
た
方
、
お
互
い
の
経
験
を
話
し

合
い
な
が
ら
気
持
ち
の
負
担
を
軽

く
し
て
、
ゆ
と
り
あ
る
介
護
を
目

指
し
ま
せ
ん
か
。

　
ど
う
ぞ
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

日
時
　
4
月
25
日
㈬

　　
　
10
時
～
11
時
30
分

場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容
　
座
談
会

参
加
料
　
無
料

申
し
込
み

　
参
加
希
望
者
は
4
月
20
日
㈮
ま

で
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お

電
話
願
い
ま
す
。

問	

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
37
―
3
9
0
1

亘
理
用
水
路
の

通
水
を
開
始
し
ま
す

水
難
事
故
に

�

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
！

　
毎
年
、
各
地
の
水
路
な
ど
で
子

ど
も
た
ち
の
水
難
事
故
が
発
生

し
、尊
い
命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
み
ん
な
で
注
意
し
あ
い
、

水
難
事
故
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

通
水
期
間

　
4
月
2
日
～
8
月
31
日

問	

亘
理
土
地
改
良
区

☎
34
―
1
3
1
9

休
日
・
夜
間

無
料
法
律
相
談
会

　

法
テ
ラ
ス
山
元
で
は
、「
法
テ

ラ
ス
の
日
」の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

弁
護
士
に
よ
る
夜
間
・
休
日
無
料

法
律
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
夜
間
相
談

　
4
月
9
日
㈪
～
13
日
㈮

　
17
時
～
21
時

■
休
日
相
談

　
4
月
14
日
㈯
、15
日
㈰

　
10
時
～
16
時

■
予
約
受
付
時
間

　
9
時
～
17
時（
土
・
日
を
除
く
）

※�

平
日
10
時
～
16
時
の
無
料
相
談

も
通
常
ど
お
り
行
っ
て
い
ま
す
。

※�

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
。

問	

法
テ
ラ
ス
山
元

☎
0
5
0
―
3
3
8
3
―
0
2
1
3

山
元
町
浅
生
原
字
日
向
13
―
1

（
歴
史
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ハローワーク仙台による巡回相談
　ハローワーク仙台では、町内の仮設住宅集会所等に
おいて、次のとおり巡回相談を実施しています。
　求人情報の提供や職業紹介など、仕事探しに関する
さまざまな相談をお受けしていますので、お気軽にご
利用ください。

■対象となる方
　�東日本大震災により被災し、町内の仮設住宅等にお
住まいの方

■巡回相談の内容
○�初めてハローワークを利用する方については、ハ
ローワークに登録（求職登録）することができます。

○�仕事探しに関するさまざまな相談をすることができ
ます。

○�ハローワーク仙台が毎日発行している「求人ホット
ニュース」をはじめとした、新着の求人情報をお持
ちします。

○�応募したい求人が見つかった場合は、その場で求人
先に連絡し紹介します。

■巡回相談スケジュール
実 施 場 所 日　　程 時　間　帯

中 央 公 民 館 4月11日㈬
4月25日㈬ 10：30～ 12：00

町民グラウンド
仮設住宅集会所

4月11日㈬
4月25日㈬ 13：00～ 14：30

浅 生 原 東 田
仮設住宅集会所 4月20日㈮ 10：30～ 14：30

坂 元 支 所 4月18日㈬
5月   2日㈬ 10：30～ 12：00

中 山 熊 野 堂
仮設住宅集会所

4月18日㈬
5月   2日㈬ 13：00～ 14：30

ナガワ仙台工場内
仮設住宅集会所

4月   9日㈪
4月23日㈪ 10：30～ 12：00

問	ハローワーク仙台　計画職業紹介部門
　☎022-299-8820

　町では、町民の皆さんが日ごろ悩んでいること、困っていることなどについて、毎月の町民相談日を決め、それ
ぞれの担当相談員が親身になって相談に応じています。（相談無料、相談された内容は一切秘密に扱われます）

■相談場所　役場仮庁舎第1相談室（1階）　■相談時間　13時から15時まで
種　　類 相談担当者の職名 相談日（※） 相　談　の　内　容

人 権 相 談 人権擁護委員 第3木曜 人権侵害や夫婦・親子間のトラブル、いじめなどの相談

行政苦情相談 行政相談委員 第2金曜 国や県、町などが行っている仕事についての要望や苦情相談

登 記 相 談 司 法 書 士 第2火曜 土地や建物の名義書換など、登記に関する相談

生 活 相 談 民 生 委 員 第3水曜 生活、家庭、老後などに関する困りごと、悩みごと相談

年 金 相 談 社会保険労務士 第2木曜 国民年金、厚生年金など年金に関する相談

青 少 年 相 談 教 育 相 談 員 第3月曜 青少年の非行防止のため、問題を抱える青少年や親との相談

消費生活相談 消費生活相談員 第2水曜 商品の安全、品質や訪問販売、債務などに関する相談
※曜日を指定していますが、休日の場合は翌日になります。

　相談においでになる場合には、相談者が重複するとお待ちいただくこともありますので、あらかじめ電話でご
予約いただくと便利です。相談日については、広報やまもと「情報局やまもと」のコーナーで毎月お知らせします。

問 町民生活課　生活班　☎ 37-1112

困っていることはありませんか？　お気軽にご相談ください

平成24年度 町民相談プログラム

　平成24年7月9日に外国人登録法が廃止され、入国管理法および住民基本台帳法が改正されます。

■主な変更点
1．外国人登録証明書が在留カード（または特別永住者証明書）に変わります
　法改正後、一定期間は現在お持ちの「外国人登録証明書」は有効です。

資　格　区　分 切り替え手続き 手続場所

特別永住者の方

　現在お持ちの外国人登録証明書は有
効期限まで使用できます。
切替するときに特別永住者証明書に変
わります。

町民生活課

永 住 者 の 方
　新しい制度の開始後3年以内に申請
が必要です。申請することで在留カー
ドに変わります。

入国管理局

中 長 期 在 留 者
（在留期間が3カ月を

超える方）

　在留期間の更新や在留資格の変更手
続きの際に、在留カードに変わります。 入国管理局

2．住民票が作成されます
　外国人の方は住民基本台帳法が適用され、今までの登録原票記載事項証明書に変わり、住民票が作成されます。
　現在、外国人登録の内容をもとに、「住民票」の作成準備をしています。記載事項の確認のため5月ごろに通知
を送付しますので、内容確認にご協力願います。氏名の漢字は日本の漢字になります。
3．転出の際の届出が必要になります
　他市町村に住所を移すとき、長期出国する場合は、役場に届け出が必要となります。

◇�法改正に関する詳細については、
法務省および総務省のホームペー
ジをご覧ください。
○法務省ホームページ

「新しい在留管理制度がスタート」
　�http://www.immi-moj.go.jp/
newimmiact_1/index.html

「特別永住者の制度が変わります」
　�http://www.immi-moj.go.jp/
newimmiact_2/index.html
○総務省ホームページ

「外国人住民に係る住民基本台帳制
度について」
　�http://www.soumu.go.jp/
main_sosiki/jichi_gyousei/
c-gyousei/zairyu.html

問 町民生活課　窓口班　☎ 37-1112

外国人の制度が変わります ～外国人住民とそのご家族の皆さんへ～
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国民年金保険の� �
�「学生納付特例制度」をご存知ですか？
　20歳以上の方は、学生であっても国民年金に
加入しなければなりません。
　しかし、学生の方は一般的に所得が少ないため、
本人の所得が一定額以下の場合、国民年金保険料
の納付が猶予される「学生納付特例制度」があり
ます。
　対象となる学生は、学校教育法に規定する大学
（大学院）、短期大学、高等学校、高等専門学校、専
修学校および各種学校（修業年限1年以上である課
程）、一部の海外大学の日本分校に在学する方です。
また夜間・定時制課程や通信制課程の方も含まれ
ますので、ほとんどの学生の方が対象となります。
　学生納付特例の承認期間は4月から翌年3月ま
でとなりますが、次の年度も在学予定である場合、
4月初めに再申請の用紙が送付されますので、引
き続き学生であれば、必要事項を記入のうえご返
送ください。
　この制度の申請を行わず、保険料を未納のまま
にしておくと、不慮の事故などにより障害が残っ
た場合に、障害年金を受けることができなくなり
ます。
　なお、承認された期間は老齢基礎年金を受け取
るために必要な期間に算入されますが、年金額には
反映されません。就職などで、収入が得られるよう
になった場合は、将来受け取る年金を増額するた
め、10年以内であれば保険料を納めることができ
る「追納制度」を利用されることをお勧めします。
　本制度の申請窓口は、町民生活課および坂元支
所、またはお近くの年金事務所になります（申請
には在学証明書または学生証の写しの添付が必要
になります）。
問	仙台南年金事務所　☎022-246-5114
	 町民生活課窓口班　☎37-1112（内線125）
	 坂元支所　　　　　☎38-0301
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東日本大震災および原子力災害に係る固定資産税の特例制度
　東日本大震災および原子力災害により、被災した住宅用地・家屋の代替として取得した土地
や家屋についての固定資産税の特例制度について、その概要をお知らせします。

■東日本大震災に係る被災代替住宅用地の特例
　�　被災住宅用地の代替で取得した土地のうち、被災住宅用地に相当する分について、取得後3年度分、
当該土地を住宅用地とみなします。

　　※　被災住宅用地とは、東日本大震災により滅失し、または損壊した家屋の敷地で、平成23年度に
おいて住宅用地の特例（地方税法第349条の3の2）の適用を受けていたものです。ここでいう「損
壊」とは、平成23年度において一定以上の損害があることにより、減免が適用される程度の被害
を受けたものであり、り災証明書の判定が「一部損壊」の場合は対象外となります。

■東日本大震災に係る被災代替家屋の特例
　�　被災家屋の代替で取得した家屋、または改築した家屋に係る税額のうち、被災家屋の床面積相当分
について、取得の翌年から4年度分を2分の1、その後2年度分を3分の1に減額します。

　　※1　被災家屋とは、東日本大震災により滅失し、または損壊した家屋で、解体または売却等の処分
をしているものです。ここでいう「損壊」とは、平成23年度において一定以上の損害があるこ
とにより減免が適用される程度の被害を受けたものであり、り災証明書の判定が「一部損壊」の
場合は対象外となります。

　　※2　代替家屋とは、被災家屋の代替として取得した家屋で、種類（用途）または使用目的が同一で
あるもので、改築の場合は改築後の価格が被災家屋の価格以上となるものです。

■原子力災害に係る代替住宅用地の特例
　�　対象区域内住宅用地の代替で取得した土地のうち、対象区域内住宅用地に相当する分について、取
得後3年度分、当該土地を住宅用地とみなします。

　　※　対象区域内住宅用地とは、東日本大震災に起因する原子力発電所の事故により、警戒区域設定
指示区域と指定された区域内に所在した家屋の敷地で、平成23年度において住宅用地の特例（地
方税法第349条の3の2）の適用を受けていたものです。

■原子力災害に係る代替家屋の特例
　�　対象区域内家屋の代替で取得した家屋に係る税額のうち、対象区域内家屋の床面積相当分について、
取得の翌年から4年度分を2分の1、その後2年度分を3分の1に減額します。

　　※1　対象区域内家屋とは、東日本大震災に起因する原子力発電所の事故により、原子力災害対策
基本法に基づく警戒区域設定指示が行われた日において、警戒区域設定指示区域内に所在した
家屋です。

　　※2　代替家屋とは、対象区域内家屋の代替として取得した家屋で、対象区域内家屋と種類（用途）
または使用目的が同一であるものです。

◎各特例の対象者要件や添付書類など特例の詳細については、広報やまもと5月号でお知らせします。

問 税務納税課　課税班　☎37-1114

角田宇宙センター一般公開
　皆さんのご来場をお待ちしています！
日時　4月22日㈰、10時～ 15時30分
開催内容
　○推進薬供給系統試験設備【初公開】
　○高圧液酸ターボポンプ試験設備
　○スタンプラリー
　○みんなで作ろう！段ボール宇宙船　など
問	角田宇宙センター　☎0224-68-3111

年金事務所からの
　　　　お知らせ
年金事務所からの
　　　　お知らせ
年金事務所からの
　　　　お知らせ
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生活習慣病予防を中心に、健康づくりに関するこ
とに、保健師・栄養士が相談に応じます。

育児相談にあわせて臨床心理士による発達相談を
行います。希望者は事前に電話で申し込みくださ
い。（発達相談は年4回実施予定です）

精神科医によるこころの相談（認知症の相談も含む）

青少年の非行防止のため、問題を抱える青少年や
親との相談

生活、家庭、老後などに関する困りごと、悩みご
と相談

土地や建物の名義書き換えなど、登記に関する相
談

人権侵害、夫婦、親子間のトラブルや、いじめな
どの相談

商品の安全、品質または訪問販売・債務などに関
する相談
※�水曜日を除く、平日9時～ 16時にも相談でき
ます

国民年金、厚生年金など年金に関する相談
※�年金相談は4月から「毎月第2木曜日」に日程を
変更します。
　4月の相談日は今月12日㈭となります。

国や県、町などが行っている仕事についての要望
や苦情相談

第56回　海外から届く“当選金獲得！”には手を出さない！
　エアメールなどで「海外宝くじの当選金を受け取る権利が当たりまし
た。当選金を受け取るために手数料を支払ってください」というような内
容の封書が届くことがあります。
　これを見て「当たった」と強く信じ込み、当選金を受け取るための手数料
などを送り続け、被害に気付いた時には多額の費用をつぎ込んでしまって
いるケースがみられます。
　海外の宝くじは、日本国内で買うだけでも違法です。絶対に手を出さな
いようにしましょう。
　心配なときは、役場消費生活相談窓口に相談しましょう！

問	町民生活課　生活班　☎37-1112
　役場消費生活相談窓口　水曜日を除く、平日9時～ 16時

4月15日から5月14日まで

◆健 康 相 談 5月7日（月）　13時30分～16時 ◆育 児 相 談 5月7日（月）　10時～11時30分

◆精神保健相談 5月11日（金）　10時～11時30分

場所　保健センター　問 保健福祉課　健康推進班　☎37-1113
※相談者が重複するとお待ちいただく場合がありますので、事前の電話予約が便利です。

◆青少年相談 4月16日（月） ◆生 活 相 談 4月18日（水）

◆登 記 相 談 5月8日（火） ◆人 権 相 談 4月19日（木）

◆消費生活相談 5月9日（水） ◆年 金 相 談 5月10日（木）

◆行政苦情相談 5月11日（金）

場所 役場仮庁舎 第1相談室（1階）　時間 13時～ 15時　問 町民生活課　生活班　☎37-1112

問 保健福祉課　健康推進班
☎37-1113

実施場所：保健センター
事 業 名 月　日 対象者等 受付時間

母
子
関
係

母子手帳交付
4月23日（月）山元町に住所のある

妊婦
9：30～
� 10：005月7日（月）

3歳児健診 5月9日（水）
平成20年9月
� ～ 10月生まれ

12：30～
� 13：00

予
防
接
種
ポリオ 4月27日（金）生後3～ 89カ月

12：30～
� 13：00

� 診療時間 9時～ 17時
※�休日における当番医は、急患患者の医療
業務のみを目的として実施しています
のでご協力をお願いいたします。なお、
休日当番医は変更になることもありま
すので新聞などで確認のうえ受診して
ください。

4/8
（日）

◆熊谷内科医院（亘理町）
　☎34-5140
◆清水歯科医院（岩沼市）
　☎22-2331

4/15
（日）

◆三上医院（亘理町）
　☎34-3711
◆星歯科医院（名取市）
　☎022-384-7008
◆松本歯科医院（山元町）
　☎37-3771

4/22
（日）

◆浜吉田駅前内科（亘理町）
　☎33-7377
◆松ケ丘歯科医院（岩沼市）
　☎24-3788

4/29
（日・祝）

◆平田外科医院（山元町）
　☎37-4055
◆塚辺歯科医院（岩沼市）
　☎24-2211
◆なとり駅前歯科クリニック（名取市）
　☎022-382-3343

4/30
（月・祝）

◆やべ内科クリニック（亘理町）
　☎34-3003
◆島田歯科医院（名取市）
　☎022-383-0763

5/3
（木・祝）

◆氏家医院（亘理町）
　☎34-1320
◆いけだ歯科クリニック（名取市）
　☎022-383-6480
◆にいの歯科（山元町）
　☎38-1887

5/4
（金・祝）

◆亘理整形外科（亘理町）
　☎34-5303
◆心友歯科医院（岩沼市）
　☎25-6444

5/5
（土・祝）

◆大友医院ヒロミ小児科（亘理町）
　☎34-3204
◆いそだ歯科（亘理町）
　☎33-0570
◆歯科クリニック守（名取市）
　☎022-382-8677

5/6
（日）

◆山形外科医院（亘理町）
　☎34-3171
◆高藤歯科医院（岩沼市）
　☎22-2666

注）�疾患や年齢等によっては対応できない
場合もありますのでご了承願います。

日 月 火 水 木 金 土
… … 1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31 … …
… … … … … … …

5日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 … … … … …
… … … … … … …

4

4/8（日） ◆㈱佐藤設備
　☎37-4165

4/15（日）◆㈲針生設備　☎37-2452

4/22（日）◆㈱松村工業所　☎38-0558

4/29（日・祝）
4/30（月・祝）
5/3（木・祝）
5/4（金・祝）
5/5（土・祝）

◆㈱ヤマムラ
　☎38-0150

5/6（日） ◆㈲阿部ホームサービス
　☎37-3469

複数の修理が入っている場合はすぐに対
応できないことがありますので、ご了承願
います。

問	上下水道事業所　施設班
　☎37-1120

放送時間
・月～金：	8時～ 18時
・土～日：	10時～16時
※�9時・12時・17時に町の情

報をお知らせしています。
☎0223-29-4772

ringoradio@gmail.com

情報をどしどし�
� お寄せください！

りんごラジオ
FM 80.7MHz

赤ちゃんの写真 
大募集 !!

　「我が家の王子さま
☆ お 姫 さ ま 」の コ ー
ナーに自慢のお子さ
ん・お孫さんの写真を
掲載してみませんか？
○�山元町にお住まいで1歳未満の赤

ちゃんであれば OK です。なお、
平成23年3月11日から平成24
年4月30日までに1歳のお誕生
日を迎えたお子さんについても、
掲載することができます。

○�お気に入りの写真をご持参くださ
い。

○�メールでの申し込みも OK です！
　※�ご両親の氏名、お子さんの氏名・

生年月日・住所・電話番号・お
子さんへのメッセージ（20字
以内）を記入のうえ、写真を添
付してお申し込みください。

　（注）�画像が粗くなりますので、携
帯電話で撮影したものはご遠
慮ください。

申し込み・問い合わせ
　役場仮庁舎 2 階　総務課まで
　☎ 37-1111
　メールアドレス
　info@town.yamamoto.miyagi.jp

連 載 消費生活・これだけは知っておこう！
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た
生
涯
学
習
課
で
は
、
戦
前
の

学
校
教
育
に
詳
し
い
宮
城
学
院

女
子
大
学
の
大
平
聡
教
授
に
、

こ
れ
ら
の
資
料
の
確
認
を
依
頼

し
た
と
こ
ろ「
今
ま
で
様
々
な

資
料
を
見
て
き
た
が
、
尋
常
小

学
校
の
修
身
書
は
初
め
て
見

た
。
戦
後
、Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
指
導
で
、

こ
の
よ
う
な
戦
前
の
教
育
関
連

資
料
は
一
掃
さ
れ
て
お
り
、
当

時
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
の
で

き
る
と
て
も
貴
重
な
資
料
」と

の
回
答
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
こ
の
回
答
に
、
渡
邉
校
長
は

「
貴
重
な
資
料
を
学
校
だ
け
で

眠
ら
せ
て
お
く
の
は
も
っ
た
い

な
い
。
町
民
の
方
々
は
も
と
よ

り
、
多
く
の
方
々
に
見
て
い
た

だ
け
る
機
会
を
作
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
、
町
に
相
談
し
て
い
き

た
い
」と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

現
在
、
生
涯

学
習
課
で
は
、

資
料
の
詳
細
に

つ
い
て
調
査
を

進
め
な
が
ら
、

今
後
歴
史
民
俗

資
料
館
で
の
展

示
も
検
討
し
て

い
ま
す
。

　
2
月
26
日
、
坂
元
中
学
校
の

渡
邉
裕
之
校
長
が
校
長
室
備
え

付
け
の
戸
棚
を
整
理
し
て
い
た

と
こ
ろ
、
戦
前
の
尋
常
小
学
校

で
教
材
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た

和
紙
製
の「
尋
常
小
学
修
身
書

巻
之
一
」掛
図
37
点
と「
訂
正

尋
常
小
学
読と
く

本ほ
ん

巻
之
一
」7
点

を
発
見
し
ま
し
た
。

　
「
修
身
」と
は
、第
二
次
大
戦

前
の
小
・
中
学
校
の
教
科
目
の

ひ
と
つ
で
現
在
の
道
徳
、「
読

本
」は
現
在
の
国
語
に
あ
た
る

も
の
で
、
当
時
教
師
が
こ
れ
ら

の
掛
図
に
描
か
れ
た
絵
を
子
ど

も
に
示
し
、
指
導
に
あ
た
っ
て

い
た
も
の
と
み
ら
れ
ま
す
。

　
な
お
、「
修
身
書
」に
は
左
記

の
と
お
り
明
治
30
年
再
版
発
行

と
記
さ
れ
て
お
り
、
今
か
ら

1
0
0
年
以
上
前
の
も
の
と

み
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
年

数
を
感
じ
さ
せ
な
い
ほ
ど
、
と

て
も
保
存
状
態
の
良
い
も
の
ば

か
り
で
す
。

　
渡
邉
校
長
か
ら
相
談
を
受
け

� 2月末現在（前月比）

世帯 	 4,891戸	（△16戸）

男 	 7,011人	（△	25人）

女 	 7,326人	（△	31人）

合計 	14,337人	（△	56人）

出生	 3人	 転入	 19人
死亡	 19人	 転出	 60人
婚姻	 3件
� △：減少

復興推進計画（民間投資促進特区）に係る�
� 指定申請の受付および集積区域への追加
　宮城県および県内33市町村と共同申請を行った「宮城県民間投資促進特区」が
認定されたことにより、山元町の復興産業集積区域においても、税制上の特例措
置の適用が受けられることになりました。
　復興産業区域において、復興に寄与する事業（新規投資や被災者雇用等）を行う
場合には、復興特区法施行規則に基づく事業所の指定等を受けることにより、特
例を受けることができますので、仙台地方振興事務所までお問い合わせください。
　なお、町では、復興産業集積区域について区域の追加を検討しています。下記対
象業種で区域の追加を希望する方は、役場産業振興課までお問い合わせください。
■対象となる業種
　�自動車関連産業、高度電子機械産業、食品関連産業、木材関連産業、医療・健康
関連産業、クリーンエネルギー関連産業、航空宇宙関連産業、船舶関連産業

※宮城県ホームページ「復興特区（ものづくり産業版）」
　http://www.pref.miyagi.jp/sanritu/hukkotokku/hukkotokku.html
問い合わせ
　○事業所の指定に係る申請窓口等について
　　仙台地方振興事務所　☎022-275-9111
　○集積区域の追加について　産業振興課　地域振興班　☎37-1119

坂
元
中
学
校
で

 

尋
常
小
学
校「
修

し
ゅ
う

身し
ん

書
」な
ど
の
掛
図
を
発
見
！

◀
詳
細
な
挿
絵
が
描
か
れ
た
読
本

▲
教
育
勅
語
に
基
づ
く

　
教
え
が
描
か
れ
た
修
身
書


